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序Ⅰ　

改
正
の
基
本
的
指
針

　

1　

民
事
責
任
法
の
整
合
性

　

2　

民
事
責
任
法
の
構
造
の
維
持

Ⅱ　

民
事
責
任
の
要
件

　

1　

賠
償
さ
れ
得
る
損
害
の
制
限

　

2　

因
果
関
係
の
明
確
化

　

3　

責
任
発
生
事
由
の
限
定

Ⅲ　

民
事
責
任
の
効
果

　

1　

損
害
を
軽
減
し
又
は
そ
の
増
悪
を
回
避
す
べ
き
債
務

　

2　

損
害
賠
償
の
合
意
に
よ
る
修
正

　

3　

懲
罰
的
損
害
賠
償
の
導
入

　

4　

損
害
の
評
価
に
お
け
る
不
公
平
の
是
正
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序

1　

周
知
の
と
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
民
法
典
の
重
要
な
改
正
が
相
次
い

で
い
る（

1
）。

財
産
法
に
関
係
す
る
ご
く
最
近
の
主
だ
っ
た
改
正
だ
け
を
み

て
も
、
二
〇
〇
六
年
に
は
相
続
法
と（

2
）

担
保
法
が（

3
）、

二
〇
〇
八
年
に
は
時

効
法
が（

4
）、

そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
に
は
信
託
に
関
す
る
規

定
が
民
法
典
中
に
創
設
さ
れ
た（

5
）。

　

そ
し
て
、
こ
れ
に
続
く
大
き
な
改
正
が
債
務
法
の
分
野
で
も
行
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る（

6
）。

本
格
的
な
債
務
法
改
正
論
議
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、

ピ
エ
ー
ル
・
カ
タ
ラ
（P

ierre C
A

T
A

L
A

、
パ
リ
第
二
大
学
名
誉
教
授
）

を
長
と
す
る
委
員
会
に
よ
っ
て
二
〇
〇
五
年
九
月
に
司
法
大
臣
に
提
出
さ

れ
た
﹁
債
務
法
及
び
時
効
法
の
改
正
に
関
す
る
準
備
草
案
﹂（
以
下
﹁
カ

タ
ラ
準
備
草
案
﹂
と
い
う
。）
で
あ
ろ
う（

7
）。

カ
タ
ラ
準
備
草
案
に
対
し
て

は
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
に
、
パ
リ
商
工
会
議
所（C

ham
bre de 

com
m

erce et d ’industrie de P
aris, C

C
IP

）
か
ら
批
判
的
な
反
応
が

示
さ
れ（

8
）、

二
〇
〇
七
年
六
月
に
は
、
ピ
エ
ー
ル
・
サ
ル
ゴ
（P

ierre 

SA
R

G
O

S

）
を
長
と
す
る
破
毀
院
の
委
員
会
に
よ
る
報
告
が
出
さ
れ
て
い

る
（
以
下
﹁
サ
ル
ゴ
報
告
﹂
と
い
う（

9
）。）。

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
八
年
七
月
に
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
と
は
別
に
、
司
法

省
草
案
が
策
定
さ
れ（
10
）、

同
年
一
二
月
に
は
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
テ
レ

（F
rançois T

E
R

R
É

、
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、
パ
リ
第
二
大
学
名
誉
教
授
）

を
長
と
す
る
人
文
・
社
会
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
（A

cadém
ie des sciences 

m
orales et politiques

）
の
委
員
会
に
よ
っ
て
契
約
法
改
正
に
向
け
た

試
案
も
公
表
さ
れ
て
い
る
が（
11
）、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
そ
の
対
象
を
契

約
法
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
る（
12
）。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
元
老
院
法
律
委
員
会
の
民
事
責
任
に
関
す
る
委
員
会

が
、
二
〇
〇
九
年
七
月
一
五
に
、
調
査
報
告
書
を
公
表
し
た
（
以
下
、﹁
本

報
告
書
﹂
と
い
う（
13
）。）。

同
委
員
会
は
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
の
立
ち
上

げ
以
降
、
経
済
界
、
司
法
界
、
学
者
及
び
行
政
に
対
し
て
約
四
〇
の
意
見

聴
取
を
行
っ
た
う
え
で
、
民
事
責
任
法
の
改
正
が
必
要
で
あ
る
と
の
結
論

に
達
し
た
と
し
て
、
本
報
告
書
に
お
い
て
、
合
計
二
八
の
提
言
を
行
っ
て

い
る
。

2　

本
報
告
書
は
、
民
事
責
任
法
の
改
正
は
、
原
則
と
し
て
、
現
行
法
の

基
本
原
則
に
変
更
を
加
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
つ

つ
も
、
賠
償
制
度
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
た
め
の
新
た
な
規
定
を
設
け

る
改
革
の
機
会
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
い
う
。

　

そ
し
て
、
具
体
的
に
は
、
次
の
三
つ
の
改
革
を
提
言
し
て
い
る
。
第
一

に
、
少
額
の
個
別
的
損
害
（dom

m
age individuel

）
を
生
じ
さ
せ
る
、

複
数
の
被
害
者
に
対
す
る
営
利
的
フ
ォ
ー
ト
（faute lucrative

）
が
あ

っ
た
場
合
の
、
責
任
に
関
す
る
集
団
的
訴
権
（action collective

）
を

認
め
る
こ
と
。
第
二
に
、
一
定
の
特
殊
な
紛
争
に
お
い
て
営
利
的
フ
ォ
ー

ト
が
あ
っ
た
場
合
に
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
を
認
め
る
こ
と
。
第
三
に
、
身

体
的
損
害
以
外
の
損
害
を
被
っ
た
被
害
者
に
つ
い
て
、
損
害
を
軽
減
し
又

は
損
害
を
増
悪
さ
せ
な
い
債
務
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
同
一
集
団
に
属
す
る
不
特
定
の
者
が
生
じ
さ
せ
た
損

害
に
つ
い
て
、
当
該
集
団
に
属
す
る
特
定
さ
れ
た
者
に
連
帯
責
任
を
負
わ
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せ
る
こ
と
や
、
経
済
的
相
互
依
存
関
係
と
い
う
事
由
（fait

）
に
基
づ
い

て
フ
ォ
ー
ト
に
よ
ら
な
い
責
任
を
認
め
る
こ
と
は
、
否
定
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
本
報
告
書
は
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
民
事
責
任
法
が
直
面

し
て
い
る
課
題
を
提
示
し
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
る
（
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
）
の
か
を
浮
き
彫
り
に
す
る
も

の
で
あ
る
と
い
え
、
大
変
興
味
深
い
。

3　

本
稿
は
、
本
報
告
書
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
フ
ラ
ン
ス
の
民
事
責
任
法
が
直
面
し
て
い
る
課
題

が
ど
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
て
い
る
か
に
留
意
し
つ
つ
、
本
報
告
書
の
問
題

意
識
や
提
言
内
容
を
み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
紹
介
の
順
序
と
し
て

は
、
本
報
告
書
の
叙
述
順
序
に
従
い
、
ま
ず
、
改
正
の
基
本
方
針
に
関
す

る
提
言
を
、
次
に
、
民
事
責
任
の
要
件
に
関
す
る
提
言
を
、
最
後
に
、
民

事
責
任
の
効
果
に
関
す
る
提
言
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

Ⅰ　

改
正
の
基
本
的
指
針

1
　
民
事
責
任
法
の
整
合
性

⑴
　
特
殊
制
度
（régim
e spécial

）
の
多
さ（
14
）

　

本
報
告
書
は
ま
ず
、
民
事
責
任
法
の
特
殊
制
度
が
あ
ま
り
に
多
い
と
い

う
問
題
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
報
告
書
に
よ
れ
ば
―

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
民
事
責
任
の
特
殊
制
度
は
七
〇
近
く
も
存
在
す
る

と
い
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
重
要
性
は
様
々
で
あ
る（
15
）。

　

特
殊
制
度
の
中
に
は
、
建
築
の
分
野
に
お
け
る
民
事
責
任
（
一
七
九
二

条
以
下
）
や
、
製
造
物
責
任
（
一
三
八
六
―

一
条
以
下
）
の
よ
う
に
、
民

法
典
の
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
の
制
度
は
民
法
典

の
外
に
存
在
し
て
い
る
。
民
法
典
外
の
特
殊
制
度
は
、
例
え
ば
、
保
険
法

典
、
民
間
航
空
法
典
、
商
法
典
、
消
費
法
典
、
環
境
法
典
、
森
林
法
典
、

鉱
業
法
典
、
通
貨
金
融
法
典
、
知
的
所
有
権
法
典
、
公
衆
衛
生
法
典
あ
る

い
は
農
事
法
典
と
い
っ
た
特
殊
法
典
の
中
に
み
ら
れ
る
ほ
か
、
そ
の
大
多

数
が
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
信
用
の
た
め
の
二
〇
〇
四
年
六
月
二
一
日
の
法

律
五
七
五
号
や
、
交
通
事
故
被
害
者
の
状
況
の
改
善
と
賠
償
手
続
き
の
促

進
を
目
的
と
す
る
一
九
八
五
年
七
月
五
日
の
法
律
六
七
七
号
、
あ
る
い

は
、
原
子
力
の
分
野
に
お
け
る
民
事
責
任
に
関
す
る
一
九
六
八
年
一
〇
月

三
〇
日
の
法
律
九
四
三
号
と
い
っ
た
個
別
の
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
国
際
運
送
や
環
境
の
分
野
で
は
国
際
条
約
や
欧
州
共
同
体
規
則

に
由
来
す
る
準
則
が
存
在
す
る
し
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
に
関
し
て
は
判
例
に

よ
る
準
則
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
損
害
の
賠
償
に
関
し
て
は
、
各
種
の
基
金

も
存
在
す
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
民
事
責
任
法
は
、
い
わ
ば
、
特
殊
制
度
が

乱
立
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
内
容
は
多
種
多
様
で

あ
っ
て
、
利
用
頻
度
や
発
展
具
合
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

⑵
　
特
殊
制
度
を
整
理
す
る
必
要
性（
16
）

　

本
報
告
書
は
、
以
上
の
よ
う
な
特
殊
制
度
の
多
さ
は
、
社
会
生
活
に
お

け
る
状
況
の
多
様
性
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
の
こ
と
は
考
慮

に
値
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
整
理
し
秩
序

　
（
四
七
五
）
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立
て
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

　

本
報
告
書
が
指
摘
す
る
問
題
点
と
し
て
は
、
次
の
三
つ
が
あ
る
。
第
一

に
、
特
殊
制
度
の
中
に
、
特
殊
な
準
則
の
み
な
ら
ず
一
般
準
則
も
規
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
者
に
つ
い
て
一
般
的
制
度
（régim

e général

）

に
お
け
る
解
釈
と
食
い
違
う
解
釈
が
な
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
。
第

二
に
、
同
じ
損
害
に
つ
い
て
複
数
の
制
度
が
適
用
さ
れ
得
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
制
度
間
の
適
用
関
係
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
第
三

に
、
民
事
責
任
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
制
度
の
一
般
法
と
し
て
の

役
割
を
再
確
認
し
、
解
釈
の
食
い
違
い
を
回
避
す
る
た
め
に
、
重
複
を
可

能
な
限
り
解
消
し
、
特
殊
制
度
の
中
に
一
般
的
制
度
の
準
用
規
定
を
置
く

こ
と
が
適
切
だ
と
す
る
。

　

第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
特
殊
制
度
と
一
般
的
制
度
、
あ
る
い
は
特
殊

制
度
相
互
間
の
適
用
分
野
が
重
複
し
て
い
る
場
合
の
制
度
間
の
適
用
関
係

を
明
確
化
す
る
方
法
と
し
て
、
あ
る
い
は
被
害
者
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
制

度
を
選
ば
せ
る
か
、
あ
る
い
は
特
殊
制
度
の
適
用
を
一
貫
し
て
優
先
さ
せ

る
か
と
い
う
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
後
者
の
方
法
に
よ
る
べ
き
だ
と
す

る
。
前
者
の
方
法
に
よ
れ
ば
被
害
者
保
護
に
資
す
る
け
れ
ど
も
、
責
任
主

体
の
活
動
を
保
護
す
る
た
め
に
置
か
れ
た
特
殊
制
度
の
目
的
が
阻
害
さ
れ

る
う
え
、
法
的
安
全
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
の
に
対
し
、
後
者
の
方
法
は

単
純
で
一
貫
性
を
有
す
る
う
え
、
被
害
者
の
受
け
る
不
利
益
は
立
法
者
が

設
け
た
制
限
に
と
ど
ま
る
も
の
だ
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
本
報
告
書
で
は
、
一
般
的
制
度
に
対
す
る
特
殊
制
度
の
優

先
適
用
原
則
（principe d ’exclusivité

）
が
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
妥
当
す

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
、
一
定
の
重
大
な
損
害
に
つ
い
て

は
、
被
害
者
保
護
の
要
請
が
法
的
安
全
の
要
請
を
上
回
り
、
被
害
者
に
よ

る
選
択
を
認
め
る
こ
と
も
正
当
化
さ
れ
得
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
の
点
に
つ
い
て
は
、
特
殊
制
度
と
そ
れ
を
規
定
す
る
法
源
の
多
さ

が
、
市
民
の
民
事
責
任
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
っ
て
お

り
、
重
要
な
特
殊
制
度
が
民
法
典
中
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
民
法

典
が
参
照
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
と
り
わ

け
交
通
事
故
に
関
す
る
特
殊
制
度
に
つ
い
て
は
、
紛
争
の
多
さ
か
ら
し
て

も
、
そ
れ
が
被
害
者
に
対
し
て
一
般
的
な
保
護
を
与
え
る
こ
と
か
ら
し
て

も
、
民
法
典
に
取
り
込
む
べ
き
だ
と
す
る
。
な
お
、
こ
れ
と
同
様
の
方
向

性
は
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
て
い
る
（
一
三
八
五
条

以
下
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
そ
の
他
の
特
殊
制
度
に
つ
い
て
は
、
民
法
典
に
取
り
込

む
よ
り
も
、
可
能
な
限
り
、
特
殊
法
典
化
が
目
指
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
活
動
分
野
に
応
じ
た
特
殊
制
度
に
つ
い
て
は
、
当

該
活
動
に
か
か
る
他
の
準
則
と
と
も
に
一
つ
の
法
典
に
規
定
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
四
七
六
）
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提
言
1　

一
般
準
則
に
つ
い
て
食
い
違
う
解
釈
が
な
さ
れ
る
危
険

性
を
回
避
す
る
た
め
、
特
殊
制
度
の
中
に
存
在
す
る
一
般
的
制
度

の
重
複
を
削
除
し
、
準
用
規
定
に
置
き
換
え
る
。

提
言
2　

一
般
的
制
度
に
対
す
る
特
殊
制
度
の
優
先
適
用
原
則
を

明
確
に
す
る
。

提
言
3　

交
通
事
故
被
害
者
の
状
況
の
改
善
と
賠
償
手
続
の
促
進

を
目
的
と
す
る
一
九
八
五
年
七
月
五
日
の
法
律
の
規
定
を
民
法

典
の
中
に
取
り
込
む
。

提
言
4　

そ
の
他
の
特
殊
制
度
は
、
そ
れ
を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き

る
特
殊
法
典
へ
の
法
典
化
を
優
先
す
る
。

⑶
　
判
例
準
則
の
明
文
化（
17
）

　

本
報
告
書
は
、
民
事
責
任
法
の
分
野
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
物
の
所
為

に
よ
る
一
般
的
責
任
や
他
人
の
所
為
に
よ
る
責
任
と
い
っ
た
制
度
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
判
例
に
よ
る
法
創
造
が
多
く
行
わ
れ
、
そ
れ
が
民
事
責
任

法
を
充
実
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
、
改
正
の
機
会
に
、
確
立
し
た
判

例
準
則
を
明
文
化
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
整
序
す
る
べ
き
だ
と
い
う
。

　

判
例
準
則
に
依
拠
し
た
解
決
が
な
さ
れ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、
本
報

告
書
が
指
摘
す
る
問
題
点
は
、
破
毀
院
の
立
場
が
必
ず
し
も
安
定
的
で
は

な
い
こ
と
、
及
び
、
フ
ラ
ン
ス
の
民
事
責
任
法
の
理
解
を
難
し
く
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
は
、
判
例
準
則
を
明
文
化
す
る
こ
と
で
解

決
さ
れ
る
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
市
民
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
向
上

す
る
こ
と
に
も
な
る
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
明
文
化
の
対
象
は
、
一
般
的

制
度
に
関
す
る
準
則
で
あ
っ
て
十
分
に
安
定
的
な
も
の
に
限
ら
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
ま
た
、
明
文
化
の
際
に
、
そ
れ
に
値
す
る
も
の
を
取
捨
選
択
す

る
べ
き
だ
と
い
う
。

　

本
報
告
書
は
、
数
あ
る
判
例
の
う
ち
い
ず
れ
を
明
文
化
す
べ
き
か
に
つ

い
て
は
明
言
を
避
け
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
契
約
を
補
完
す
る
種
々
の
債

務
（
安
全
債
務
や
情
報
債
務
等
）
や
、
他
人
の
所
為
に
よ
る
契
約
責
任
、

あ
る
い
は
契
約
前
責
任
（responsabilité précontractuelle

）
に
関
す

る
判
例
準
則
を
明
文
化
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

提
言
5　

民
事
責
任
法
に
関
す
る
判
例
の
到
達
点
（acquis 

jurisprudentiel

）
に
つ
い
て
、
確
立
さ
せ
る
に
適
し
た
解
決
を

選
別
し
て
、
民
法
典
の
中
に
規
定
す
る
。　

（
四
七
七
）
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2
　
民
事
責
任
法
の
構
造
の
維
持

　

本
報
告
書
は
、
現
行
法
の
構
造
に
変
更
を
加
え
る
べ
き
か
否
か
と
い
う

問
題
を
提
起
し
、
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
法
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用

す
る
イ
ギ
リ
ス
法
や
ド
イ
ツ
法
を
参
照
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
法
と
フ

ラ
ン
ス
法
と
の
相
違
は
あ
ま
り
に
大
き
く
、一
定
の
紛
争
類
型
に
お
け
る
実

務
的
な
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
対
照
さ
せ
得
る
に
と
ど
ま
る
と
い
う（
18
）。

　

次
に
、
民
事
責
任
法
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
の
統
一
の
可
能
性
に
も

言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
未
だ
現
実
的
で
は
な
い
と
し
、
フ
ラ
ン
ス
に

お
け
る
民
事
責
任
法
改
正
の
目
的
と
は
な
り
得
な
い
と
す
る
。
フ
ラ
ン
ス

に
お
け
る
民
事
責
任
法
改
正
の
一
次
的
な
目
的
は
、
あ
く
ま
で
、
現
代
社

会
に
よ
り
適
合
的
な
民
事
責
任
法
の
構
築
で
あ
り
、
た
だ
、
そ
の
こ
と
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
統
一
準
則
を
策
定
す
る
際
の
影
響
力
を
強
化
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
の
で
あ
る（
19
）。

　

そ
の
う
え
で
、
本
報
告
書
は
、
民
事
責
任
の
構
造
に
変
更
を
加
え
る
べ

き
か
と
い
う
問
題
の
具
体
的
な
現
れ
と
し
て
、
契
約
責
任
と
不
法
行
為
責

任
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
て
、
現
行

法
の
構
造
を
維
持
す
る
べ
き
だ
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

⑴
　
契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
の
二
元
性（
20
）

　

契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
の
二
元
性
に
対
し
て
は
、
今
日
、
様
々
な

批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
報
告
書
は
、
契
約
責
任

と
不
法
行
為
責
任
の
伝
統
的
な
区
別
は
維
持
し
つ
つ
、
両
制
度
を
接
近
さ

せ
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
報
告
書
に
よ
れ
ば
―

　

ⅰ　

契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
の
二
元
性
に
対
す
る
批
判
と
し
て

は
、
ま
ず
、
契
約
責
任
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
見
解
が
あ
る（
21
）。

こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
契
約
が
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

た
損
害
は
不
法
行
為
責
任
に
よ
っ
て
賠
償
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
契
約
の

履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
は
等
価
物
に
よ
る
履
行
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ

る
。
次
に
、
契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
の
境
界
が
曖
昧
で
あ
る
と
の
批

判
も
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
両
責
任
の
制
度
が
、
賠
償
さ
れ
得
る
損

害
の
定
義
や
因
果
関
係
の
認
定
、
あ
る
い
は
時
効
に
関
す
る
準
則（
22
）

の
点

で
類
似
し
て
お
り
、
そ
の
効
果
に
も
共
通
点
が
多
い
た
め
、
こ
れ
ら
を
区

別
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
の
編
纂
者（
23
）も

指
摘
す
る
よ
う
に
、

契
約
不
履
行
の
際
に
債
権
者
が
得
る
賠
償
は
、
経
済
的
に
も
法
的
に
も
、

合
意
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
給
付
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
契
約
責

任
は
賠
償
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
契
約
責
任
と
不
法
行
為

責
任
に
共
通
の
準
則
が
多
い
と
し
て
も
、
契
約
責
任
に
固
有
の
準
則
も
存

在
す
る
こ
と
か
ら
、
両
責
任
を
完
全
に
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
の
伝
統
的
な
区
別
は
、
維

持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ⅱ　

も
っ
と
も
、
身
体
的
損
害
の
被
害
者
に
よ
り
手
厚
い
賠
償
が
与
え

ら
れ
る
べ
き
こ
と
が
強
く
主
張
さ
れ
て
お
り（
24
）、

こ
の
点
は
傾
聴
に
値
す

る（
25
）。

　

身
体
的
損
害
の
被
害
者
を
保
護
す
る
た
め
の
提
案
と
し
て
は
、
責
任
発

生
事
由
で
は
な
く
損
害
を
起
点
と
し
て
責
任
法
を
構
築
す
る
、
身
体
的
損

　
（
四
七
八
）
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害
の
被
害
者
全
員
に
妥
当
す
る
賠
償
法
の
原
則
を
置
く
、
あ
る
い
は
、
身

体
損
害
の
賠
償
の
た
め
の
独
立
し
た
法
典
を
創
設
す
る
と
い
っ
た
も
の
が

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
現
行
法
の
構
造
を
見
直
す
も
の
で
あ
り
、
実
現
困
難

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

身
体
的
損
害
の
被
害
者
を
保
護
す
る
た
め
に
、
最
も
簡
単
か
つ
現
実
的

で
あ
る
の
は
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
が
提
案
す
る
よ
う
に
、
現
行
法
の
構
造

を
維
持
し
つ
つ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
公
平
を
除
去
す
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。

提
言
6　

契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
の
伝
統
的
な
区
別
を
維
持

し
つ
つ
、
両
制
度
を
接
近
さ
せ
る
。

⑵
　
両
制
度
の
適
用
関
係

　

本
報
告
書
は
、
契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
二
つ
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
は
、
判
例
に
よ
っ

て
確
立
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
ノ
ン
・
キ
ュ
ム
ル
原
則
を
明
文
化
し
つ
つ
身
体

的
損
害
を
被
っ
た
被
害
者
の
た
め
に
例
外
を
設
け
る
べ
き
だ
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
他
方
は
、
契
約
不
履
行
に
よ
り
損
害
を
被
っ
た
第
三
者
が
不
法

行
為
上
の
フ
ォ
ー
ト
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
も
、
当
該
第

三
者
が
不
履
行
を
援
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
だ
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

ⅰ　

ノ
ン
・
キ
ュ
ム
ル
原
則
の
明
文
化（
26
）

　

本
報
告
書
は
、
破
毀
院
が
、
一
九
二
二
年
のP

elletier

判
決（
27
）以

来
、
契

約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
は
ノ
ン
・
キ
ュ
ム
ル
（
非
競
合
）
の
関
係
に
あ

る
と
し
て
き
た
こ
と
、
ノ
ン
・
キ
ュ
ム
ル
原
則
に
よ
れ
ば
、
原
告
が
不
法

行
為
責
任
を
選
択
す
る
こ
と
で
契
約
責
任
を
選
択
し
た
場
合
に
受
け
得
る

制
約
を
免
れ
る
と
い
う
不
都
合
な
事
態
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
対
し
て
、
両
責
任
の
キ
ュ
ム
ル
（
競
合
）

を
主
張
す
る
立
場
か
ら
は
、
不
法
行
為
責
任
は
公
序
の
一
環
を
な
す
も
の

で
あ
り
、
契
約
に
よ
っ
て
上
回
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
下
回
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
ミ
ニ
マ
ム
を
構
成
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。

　

そ
し
て
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
が
、
ノ
ン
・
キ
ュ
ム
ル
原
則
を
維
持
し
つ

つ
、
身
体
的
損
害
に
つ
い
て
は
例
外
を
認
め
る
と
い
う
提
案
を
し
て
い
る

こ
と（
28
）、

そ
れ
が
多
く
の
賛
同
を
得
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
同
準
備

草
案
に
賛
成
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。

提
言
7　

契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
の
ノ
ン
・
キ
ュ
ム
ル
原
則
を

規
定
し
つ
つ
、
身
体
的
損
害
の
被
害
者
の
た
め
に
例
外
を
付
け
加

え
る
。

ⅱ　

契
約
不
履
行
に
よ
り
損
害
を
被
っ
た
第
三
者
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求（
29
）

　

本
報
告
書
は
、
契
約
不
履
行
の
被
害
者
た
る
第
三
者
が
、
そ
の
被
っ
た

　
（
四
七
九
）
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損
害
の
賠
償
を
得
る
た
め
の
要
件
は
何
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
ま

ず
、
従
来
の
判
例
の
不
一
致
に
終
止
符
を
打
っ
た
破
毀
院
全
部
会
二
〇
〇

六
年
一
〇
月
六
日
判
決（
30
）を

紹
介
し
て
い
る
。
同
判
決
に
よ
れ
ば
、﹁
契
約

の
第
三
者
は
、
契
約
上
の
違
背
（m

anquem
ent contractuelle

）
に
よ

っ
て
損
害
を
被
っ
た
と
き
に
は
、
不
法
行
為
責
任
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の

契
約
上
の
違
背
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
こ
ろ
、
被
害
者
た
る
第

三
者
は
、
加
害
者
に
対
し
て
訴
訟
を
提
起
す
る
に
際
し
、
不
法
行
為
責
任

に
固
有
の
責
任
発
生
事
由
を
主
張
す
る
必
要
は
な
い
。

　

本
報
告
書
は
、
こ
の
よ
う
な
判
例
の
立
場
に
対
し
て
は
、
契
約
当
事
者

の
予
見
を
害
し
、
契
約
の
相
対
効
原
則
に
反
す
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
が
、
第
三
者
に
、
あ
る
い
は
契
約
を
援
用

し
て
損
害
賠
償
を
請
求
し
つ
つ
こ
れ
に
伴
う
制
約
を
甘
受
す
る
か
、
あ
る

い
は
不
法
行
為
責
任
の
要
件
を
証
明
し
て
こ
れ
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
請

求
を
す
る
か
と
い
う
選
択
肢
を
認
め
て
い
る
こ
と（
31
）、

こ
れ
に
対
し
て
は

賛
否
両
論
あ
る
が
、
サ
ル
ゴ
報
告
が
カ
タ
ラ
準
備
草
案
を
正
当
な
も
の
と

評
価
し
て
い
る
こ
と（
32
）

を
ふ
ま
え
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
に
賛
成
の
立
場
を

表
明
し
て
い
る
。

提
言
8　

契
約
の
第
三
者
が
、
契
約
上
の
債
務
の
不
履
行
に
よ
っ
て

生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
、
あ
る
い
は
契
約
責
任
に
関
す
る
準
則
に

従
い
―
契
約
責
任
に
基
づ
い
て
、
あ
る
い
は
不
法
行
為
責
任
が
適

用
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
要
件
の
充
足
を
証
明
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
条
件
で
―
不
法
行
為
責
任
に
基
づ
い
て
、
請
求
す
る

こ
と
を
認
め
る
。

Ⅱ　

民
事
責
任
の
要
件

　

本
報
告
書
は
、
改
正
の
基
本
方
針
に
関
す
る
提
言
に
続
い
て
、
民
事
責

任
の
要
件
を
改
革
す
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い

る
。
民
事
責
任
の
要
件
は
、
賠
償
さ
れ
得
る
損
害
、
因
果
関
係
及
び
責
任

発
生
事
由
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
報
告
書
に
よ
る
検
討
も
こ
れ
ら
の
要
件
ご

と
に
な
さ
れ
て
い
る
。

1
　
賠
償
さ
れ
得
る
損
害
の
制
限

　

本
報
告
書
は
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
が
、
集
団
的
損
害
（préjudice 

collectif

）
の
賠
償
と
将
来
の
不
確
実
な
事
象
に
依
存
す
る
損
害
の
賠
償

を
認
め
て
、
民
事
責
任
制
度
に
よ
っ
て
賠
償
さ
れ
得
る
損
害
の
範
囲
を
二

つ
の
方
向
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
い
ず
れ
も
に
つ
い
て

批
判
的
な
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。

　
（
四
八
〇
）



元
老
院
調
査
報
告
書
五
五
八
号
（
二
〇
〇
八
―

二
〇
〇
九
）
の
概
要

�

二
二
五

同
志
社
法
学　

六
二
巻
二
号

⑴
　
集
団
的
損
害（
33
）

　

集
団
的
損
害
の
概
念
を
民
法
典
中
に
導
入
す
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
、
本
報
告
書
は
、
そ
の
よ
う
な
概
念
は
不
精
確
で
あ
る
か
ら
射
程

を
測
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
導
入
の
目
的
は
既
に
達
成
さ

れ
て
い
る
と
し
て
、こ
れ
に
否
定
的
な
立
場
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

本
報
告
書
に
よ
れ
ば
―

　

ⅰ　

カ
タ
ラ
準
備
草
案
は
、
賠
償
さ
れ
得
る
損
害
に
つ
い
て
、﹁
財
産

的
で
あ
れ
非
財
産
的
で
あ
れ
、
個
人
的
で
あ
れ
集
団
的
で
あ
れ
、
適
法
な

利
益
の
減
少
か
ら
な
る
確
実
な
損
失
は
す
べ
て
、
賠
償
さ
れ
得
る
﹂
と
規

定
し
（
一
三
四
三
条
）、
提
訴
権
者
に
つ
い
て
意
図
的
に
規
定
を
設
け
な

い
こ
と
で
、
集
団
的
損
害
（
と
り
わ
け
環
境
損
害
）
の
賠
償
を
認
め
や
す

く
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
正
当
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
提
案

に
対
し
て
は
、
保
険
料
の
高
額
化
を
招
く
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
、

グ
ル
ー
プ
訴
権
を
誘
発
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
懸
念
が
表
明
さ
れ

て
い
る
。

　

ⅱ　

ま
た
、
環
境
損
害
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
低
額
に
と
ど
ま
る
も
の

で
あ
っ
て
も
賠
償
を
肯
定
す
る
裁
判
例
が
存
在
し
、E

rika

事
件
で
は
多

額
の
賠
償
が
認
め
ら
れ
た
う
え（
34
）、

環
境
損
害
の
未
然
防
止
と
回
復
に
つ

い
て
の
環
境
責
任
に
関
す
る
二
〇
〇
四
年
四
月
二
一
日
の
Ｅ
Ｕ
指
令
三
五

号
を
国
内
法
化
す
る
二
〇
〇
八
年
八
月
一
日
の
法
律
七
五
七
号
に
よ
っ

て
、
環
境
法
典
中
に
、
環
境
損
害
と
環
境
責
任
に
関
す
る
規
定
が
挿
入
さ

れ
た（
35
）。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
の
第
一
の
目
的
は
達
成
さ

れ
た
と
い
え
る
。

提
言
9　
﹁
集
団
的
損
害
﹂
の
概
念
を
民
法
典
に
導
入
す
る
こ
と
は

し
な
い
。

⑵
　
将
来
の
損
害（
36
）

　

将
来
の
不
確
実
な
事
象
に
依
存
す
る
損
害
の
即
時
の
賠
償
を
認
め
る
べ

き
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
本
報
告
書
は
、
実
務
的
な
困
難
を
生
じ
さ

せ
る
危
険
が
あ
り
、
か
つ
、
必
ず
し
も
被
害
者
の
利
益
に
な
る
も
の
で
は

な
い
と
し
て
、
否
定
的
な
立
場
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
報
告
書

に
よ
れ
ば
―

　

ⅰ　

現
行
法
下
で
は
、
将
来
の
損
害
に
つ
い
て
は
、
そ
の
発
生
が
確
実

で
あ
る
場
合
に
は
即
時
の
賠
償
が
認
め
ら
れ
て
い
る
反
面
、
そ
れ
が
不
確

実
で
あ
る
場
合
に
は
、
既
発
生
の
損
害
し
か
賠
償
の
対
象
と
な
ら
ず
、
被

害
者
は
損
害
が
発
生
し
た
時
点
で
新
た
に
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
に

な
る
。
も
っ
と
も
、
輸
血
に
よ
り
血
清
反
応
陽
性
と
な
っ
た
が
後
天
性
免

疫
不
全
症
候
群
（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
を
発
症
す
る
こ
と
が
不
確
実
な
者
に
つ
い

て
、
破
毀
院
は
、
一
九
九
一
年
一
二
月
三
一
日
の
法
律
一
四
〇
六
号
四
七

条
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
賠
償
基
金
が
、
血
清
反
応
陽
性
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
特
定
の
損
害
を
即
時
に
補
償
す
べ
き
こ
と
に
加
え
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に

よ
る
損
害
の
そ
の
余
の
賠
償
を
、
そ
の
支
払
い
を
疾
病
が
医
学
的
に
確
認

さ
れ
る
こ
と
に
か
か
ら
せ
つ
つ
、
定
め
る
べ
き
だ
と
し
た
原
審
の
判
決
を

支
持
し
た（
37
）。

　
（
四
八
一
）
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こ
れ
に
対
し
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
は
、﹁
将
来
の
損
失
は
、
現
在
の
状

況
の
確
実
か
つ
直
接
の
延
長
で
あ
る
と
き
は
、
賠
償
さ
れ
得
る
﹂
し
、﹁
損

失
の
確
実
性
が
、
将
来
の
不
確
実
な
事
象
に
依
存
し
て
い
る
と
き
は
、
裁

判
官
は
、
そ
の
判
決
の
履
行
を
当
該
事
象
の
実
現
に
か
か
ら
せ
る
こ
と

で
、
直
ち
に
責
任
主
体
に
対
し
て
賠
償
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
﹂（
一

三
四
五
条
）
と
規
定
し
て
、
将
来
の
不
確
実
な
事
象
に
依
存
す
る
損
害
の

即
時
の
賠
償
を
一
般
化
し
て
い
る
。

　

ⅱ　

カ
タ
ラ
準
備
草
案
に
対
し
て
は
、
経
済
界
や
司
法
省
等
か
ら
実
務

的
に
困
難
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
表
明
さ
れ

て
い
る
う
え
、
被
害
者
に
と
っ
て
必
ず
し
も
利
益
に
な
る
も
の
で
は
な

い
。
す
な
わ
ち
、
将
来
の
不
確
実
な
事
象
に
依
存
す
る
損
害
に
つ
い
て
即

時
の
賠
償
を
認
め
る
判
決
が
出
さ
れ
た
場
合
、
加
害
者
は
、
直
ち
に
手
続

費
用
を
負
担
し
被
害
者
へ
の
賠
償
に
充
て
る
べ
き
金
員
を
準
備
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
被
害
者
は
、
損
害
賠
償
の
支
払
い
を
得
る

た
め
に
は
、
改
め
て
司
法
裁
判
官
の
も
と
に
出
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
際
に
従
前
と
は
異
な
る
裁
判
官
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
結
論
が
出
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。

提
言
10　

将
来
の
不
確
実
な
事
象
に
依
存
す
る
加
害
者
に
即
時
に

賠
償
責
任
を
課
す
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
は
し
な
い
。

2
　
因
果
関
係
の
明
確
化

　

本
報
告
書
は
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
が
、
被
害
者
の
所
為
を
理
由
と
す
る

免
責
、
交
通
事
故
に
関
す
る
規
律
の
適
用
、
及
び
、
集
団
構
成
員
の
連
帯

責
任
に
関
し
て
、
改
正
の
提
案
を
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
前
二
者
に

は
賛
成
の
立
場
を
、
後
者
に
は
反
対
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。

⑴
　
被
害
者
の
所
為
を
理
由
と
す
る
免
責（
38
）

　

カ
タ
ラ
準
備
草
案
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
、
判
例
の
到
達
点
の
大

部
分
を
明
文
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
被
害
者
は
、
故
意

に
損
害
を
生
じ
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
き
は
、
す
べ
て
の
賠
償
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
﹂（
一
三
五
〇
条
）。﹁
部
分
的
免
責
は
、
損
害
の
発
生
に
寄

与
し
た
被
害
者
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
っ
て
し
か
も
た
ら
さ
れ
得
な
い
。
身
体

の
完
全
性
の
侵
害
の
場
合
に
は
、
重
大
な
フ
ォ
ー
ト
の
み
が
、
部
分
的
免

責
を
も
た
ら
し
得
る
﹂（
一
三
五
一
条
）。﹁
前
二
条
に
定
め
る
免
責
は
、

事
理
弁
識
能
力
（discernem

ent

）
に
欠
け
る
者
に
は
適
用
し
な
い
﹂（
一

三
五
一
―

一
条
）
と
。

　

本
報
告
書
は
、
以
上
の
提
案
は
、
サ
ル
ゴ
報
告
を
含
む
多
く
の
賛
同
を

得
て
い
る
こ
と
、
但
し
身
体
的
加
害
者
に
部
分
的
免
責
を
認
め
る
た
め
に

被
害
者
の
重
大
な
フ
ォ
ー
ト
を
要
求
す
る
点
に
つ
い
て
は
疑
問
も
呈
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
被
害
者
の
所
為
を
理
由
と
す
る
免
責
に
関

す
る
準
則
を
民
法
典
中
に
規
定
す
る
こ
と
に
賛
成
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
報
告
書
は
、
事
理
弁
識
能
力
の
な
い
者
の
所
為
を
理
由
と
す

る
免
責
は
認
め
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
被
害
者
の
フ
ォ
ー
ト
を
理

　
（
四
八
二
）
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由
と
す
る
免
責
は
私
的
制
裁
（peine privée

）
を
構
成
す
る
と
い
う
理

由
か
ら
、
妥
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

提
言
11　

被
害
者
の
所
為
を
理
由
と
す
る
加
害
者
の
責
任
の
免
責

に
関
す
る
判
例
準
則
を
民
法
典
の
中
に
取
り
込
み
つ
つ
、
被
害
者

が
事
理
弁
識
力
に
欠
け
る
と
き
に
は
免
責
の
効
果
を
否
定
す
る
。

⑵
　
交
通
事
故
に
関
す
る
規
律
の
適
用（
39
）

　

交
通
事
故
に
関
す
る
一
九
八
五
年
七
月
五
日
の
法
律
六
七
七
号
に
つ
い

て
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
は
、
そ
の
適
用
範
囲
を
鉄
道
事
故
や
ト
ラ
ム
ウ
ェ

イ
の
事
故
に
も
拡
大
し（
40
）、

ま
た
、
運
転
者
た
る
被
害
者
を
運
転
者
で
な

い
被
害
者
と
同
視
す
る
と
い
う
二
つ
の
改
正
提
案
を
し
て
い
る
が
（
一
三

八
五
条
以
下
）、
本
報
告
書
は
、
そ
の
双
方
に
賛
成
し
て
い
る
。

　

ⅰ　

本
報
告
書
は
、
ま
ず
、
前
者
の
提
案
に
つ
い
て
、
サ
ル
ゴ
報
告
も

こ
れ
に
賛
成
し
て
い
る
こ
と（
41
）、

こ
の
よ
う
な
解
決
は
広
い
賛
同
を
得
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
こ
れ
に
賛
成
す
る
。

　

ⅱ　

ま
た
、
後
者
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
が
、
身
体
的
損
害
の

加
害
者
の
免
責
に
関
し
て
、
被
害
者
の
身
分
及
び
そ
の
フ
ォ
ー
ト
の
性
質

に
応
じ
た
複
雑
な
制
度
を
定
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で（
42
）、

歩

行
者
や
自
転
車
等
と
同
じ
交
通
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
運
転
者
が
、

こ
れ
ら
の
危
険
を
担
保
す
る
た
め
の
義
務
的
保
険
に
よ
っ
て
賠
償
を
得
る

こ
と
は
必
要
で
あ
り
論
理
的
で
あ
る
と
す
る
カ
タ
ラ
準
備
草
案
の
提
案
理

由
を
援
用
し
、
こ
れ
に
賛
成
し
て
い
る
。

　

な
お
、
本
報
告
書
は
、
子
ど
も
、
高
齢
者
及
び
障
害
者
に
関
す
る
特
別

規
定
（
一
九
八
五
年
七
月
五
日
の
法
律
六
七
七
号
三
条
二
項
）
の
削
除
に

つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い（
43
）。

提
言
12　

鉄
道
及
び
ト
ラ
ム
ウ
ェ
イ
の
事
故
を
、
他
の
エ
ン
ジ
ン
駆

動
式
陸
上
車
両
に
関
わ
る
事
故
と
同
一
視
す
る
。

提
言
13　

運
転
者
を
他
の
交
通
事
故
の
被
害
者
と
同
一
視
す
る
。

⑶
　
集
団
構
成
員
の
連
帯
責
任（
44
）

　

本
報
告
書
は
、
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
た
者
が
あ
る
集
団
に
属
す
る
と
い
う

だ
け
で
、
そ
の
集
団
に
属
す
る
者
全
員
の
責
任
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
判
例
は
原
則
と
し
て
消
極
に
解
し
て
い
る

が
例
外
的
に
不
特
定
の
集
団
構
成
員
が
生
じ
さ
せ
た
損
害
に
つ
い
て
特
定

さ
れ
た
構
成
員
の
責
任
を
推
定
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
カ
タ
ラ
準
備
草
案

は
こ
の
よ
う
な
例
外
を
一
般
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ

つ
、こ
れ
を
一
般
化
す
る
こ
と
の
危
険
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

本
報
告
書
に
よ
れ
ば
―

　

ⅰ　

判
例
が
例
外
を
認
め
て
い
る
の
は
、ラ
グ
ビ
ー
の
よ
う
な
ス
ポ

　
（
四
八
三
）
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ー
ツ（
45
）

や
、
狩
り
の
よ
う
な
レ
ジ
ャ
ー（
46
）

の
よ
う
に
、
集
団
的
に
行
わ
れ
、

周
囲
に
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
活
動
の
中
で
生
じ
た
事
故
に
つ
い
て
で
あ

る
。
ま
た
、
集
団
的
責
任
が
推
定
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
加
害
者
が

特
定
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
推
定
は
覆
さ
れ
、
集
団
的
責
任
は
認
め
ら

れ
な
く
な
る
と
さ
れ
る（
47
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
は
、﹁
損
害
が
集
団
の
不
特
定
の

構
成
員
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
き
は
、
特
定
さ
れ
た
全
構
成
員
が
、

連
帯
し
て
、
そ
れ
に
つ
き
責
任
を
負
う
。
た
だ
し
、
自
身
が
加
害
者
で
は

な
い
こ
と
を
証
明
し
た
者
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
﹂（
一
三
四

八
条
）
と
し
て
、集
団
構
成
員
の
連
帯
責
任
を
一
般
的
に
肯
定
し
て
い
る
。

　

ⅱ　

こ
れ
に
対
し
、
サ
ル
ゴ
報
告
は
、
集
団
的
責
任
の
一
般
化
に
よ
っ

て
ス
ト
ラ
イ
キ
や
デ
モ
の
権
利
が
妨
げ
ら
れ
る
と
し
て
こ
れ
を
批
判
し
、

製
造
物
責
任
制
度
に
お
い
て
、
供
給
業
者
は
、
製
造
者
が
特
定
さ
れ
な
い

場
合
で
、
か
つ
、
被
害
者
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
日
か
ら
三
か
月
以
内
に
本

来
の
供
給
者
又
は
製
造
者
を
示
さ
な
い
場
合
に
し
か
、
製
造
物
責
任
を
負

わ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
一
三
八
六
―

七
条
一
項（
48
））

と
の
整
合
性
に

も
疑
問
を
呈
し
て
い
る（
49
）。

ま
た
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
に
賛
同
す
る
者
は

少
な
く
、
大
多
数
は
、﹁
集
団
﹂
概
念
の
不
精
確
さ
や
、
フ
ォ
ー
ト
の
不

存
在
を
証
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
、
加
害
者
が
不
明
で
あ
る
た

め
同
人
に
対
し
て
求
償
訴
権
を
行
使
し
得
な
い
こ
と
、
最
も
支
払
能
力
の

あ
る
企
業
が
訴
え
ら
れ
る
危
険
が
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
責
任
発
生
事

由
の
存
在
も
明
ら
か
で
は
な
い
の
に
因
果
関
係
の
証
明
を
要
求
す
る
こ
と

な
し
に
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
と
い
っ
た
不
都
合
を
指
摘
し

て
、
こ
れ
に
反
対
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
鑑
み
れ
ば
、
集
団
的
責
任

の
一
般
化
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
判
例
を
見
直
す
べ
き
だ
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。

提
言
14　

グ
ル
ー
プ
の
不
特
定
の
構
成
員
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

に
つ
い
て
の
、
当
該
グ
ル
ー
プ
の
特
定
さ
れ
た
構
成
員
の
連
帯
責

任
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

3
　
責
任
発
生
事
由
の
限
定

　

伝
統
的
に
は
、
責
任
発
生
事
由
に
は
、
個
人
の
所
為（fait personnel

）、

物
の
所
為
（fait des choses

）
及
び
他
人
の
所
為
（fait d ’autrui

）
の

三
つ
の
類
型
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
報
告
書
は
、
カ
タ
ラ
準
備
草

案
が
後
二
者
に
つ
い
て
改
正
提
案
を
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
こ
れ
ら
二

つ
だ
け
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

⑴
　
物
の
所
為
に
よ
る
責
任

　

本
報
告
書
は
、
物
の
所
為
に
よ
る
責
任
に
つ
い
て
、
判
例
に
よ
り
確
立

さ
れ
た
一
般
的
制
度
を
民
法
典
中
に
規
定
す
る
べ
き
だ
と
す
る
。
こ
れ
に

対
し
、
異
常
に
危
険
な
活
動
の
経
営
に
よ
る
責
任
（responsabilité du 

fait de l ’exploitation d ’activité anorm
alem

ent dangereuses

）
に

つ
い
て
は
賛
否
両
論
あ
る
と
し
て
、
態
度
を
留
保
し
て
い
る
。

　
（
四
八
四
）
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ⅰ　

物
の
所
為
に
よ
る
責
任
の
一
般
的
制
度（
50
）

　

民
法
典
一
三
八
四
条
一
項
は
、﹁
自
己
の
所
為
に
よ
っ
て
生
じ
る
損
害

だ
け
で
な
く
⋮
⋮
自
己
が
保
管
す
る
物
か
ら
生
じ
る
損
害
に
つ
い
て
も
、

責
任
を
負
う
﹂
と
し
て
物
の
所
為
に
よ
る
責
任
を
規
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
、
判
例
は
、
一
九
三
〇
年
のJand ’heur

判
決（
51
）以

来
、
同
条
を
基
礎
と

し
て
、
物
の
所
為
に
よ
る
責
任
の
一
般
原
則
を
確
立
し
、
こ
れ
を
外
部
原

因
の
証
明
に
よ
っ
て
し
か
覆
し
得
な
い
責
任
推
定
の
も
と
に
置
い
て
い

る
。
以
来
、
例
え
ば
交
通
事
故
や
製
造
物
責
任
の
分
野
で
、
物
の
所
為
に

よ
る
責
任
の
特
殊
制
度
が
数
多
く
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

本
報
告
書
は
、
諸
外
国
に
例
を
見
な
い
物
の
所
為
に
よ
る
責
任
の
一
般

的
制
度
を
維
持
す
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案

が
判
例
準
則
を
明
文
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
（
一
三
五
四
条
以
下
）、

そ
の
よ
う
な
解
決
は
多
く
の
賛
同
を
集
め
て
い
る
こ
と
、
サ
ル
ゴ
報
告
も

こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
こ
と（
52
）

を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
物
の
所
為
に
よ

る
責
任
の
一
般
的
制
度
の
濫
用
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
こ
れ
を
削
除
す
れ

ば
司
法
の
空
白
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
維
持
す
る
べ
き
だ
と
し
て

い
る
。

提
言
15　

物
の
所
為
に
よ
る
責
任
の
一
般
的
制
度
を
確
立
す
る
。

ⅱ　

異
常
に
危
険
な
活
動
の
経
営
に
よ
る
責
任（
53
）

　

カ
タ
ラ
準
備
草
案
は
、
物
の
所
為
に
よ
る
責
任
の
ほ
か
に
、
異
常
に
危

険
な
活
動
を
経
営
し
た
こ
と
に
よ
る
責
任
の
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
を
提

案
し
て
い
る
（
一
三
六
二
条
）。
同
条
に
よ
れ
ば
、
異
常
に
危
険
な
活
動

は
﹁
同
時
に
多
数
の
者
に
重
大
な
損
害
を
与
え
る
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
活

動
﹂
と
定
義
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
活
動
の
経
営
者
は
、
当
該
活
動
が
適
法

な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
責
任
を

負
い
、
被
害
者
の
所
為
の
証
明
に
よ
っ
て
し
か
責
任
の
減
免
が
認
め
ら
れ

な
い
。

　

本
報
告
書
は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
は
、
航
空
経
営
者
や
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

経
営
者
、
あ
る
い
は
、
原
子
炉
経
営
者
の
客
観
的
責
任
と
同
種
の
も
の
で

あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
そ
の
導
入
の
可
否
に
つ
い
て
は
カ
タ
ラ
グ
ル

ー
プ
の
内
部
で
も
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
、
危
険
な
活
動
の
被
害
者
の
保
護

は
科
学
技
術
及
び
自
然
に
よ
る
危
険
の
防
止
と
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
二

〇
〇
三
年
七
月
三
〇
日
の
法
律
六
九
九
号
を
は
じ
め
と
す
る
特
殊
制
度
に

よ
っ
て
十
分
に
図
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
や
、
制
度
の
導

入
に
よ
っ
て
危
険
を
伴
う
活
動
が
国
外
に
転
出
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
、
付
保
可
能
性
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
懸
念
が
表
明
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
サ
ル
ゴ
報
告
に
お
い
て
も
意
見
が
わ
か
れ

た
と
し
て
態
度
が
留
保
さ
れ
て
い
る
こ
と（
54
）

を
ふ
ま
え
、
こ
の
点
に
つ
い

て
の
態
度
を
留
保
し
て
い
る（
55
）。

　
（
四
八
五
）
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⑵
　
他
人
の
所
為
に
よ
る
責
任

　

本
報
告
書
は
、
他
人
の
所
為
に
よ
る
責
任
に
関
し
て
、
未
成
年
の
子
の

所
為
に
よ
る
親
の
責
任
、
被
用
者
の
所
為
に
よ
る
使
用
者
の
責
任
、
及
び
、

経
済
的
相
互
依
存
関
係
に
よ
る
責
任
（responsabilité du fait d ’un 

état de dépendance économ
ique

）
に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
て

い
る
。

ⅰ　

未
成
年
の
子
の
所
為
に
よ
る
親
の
責
任（
56
）

　

民
法
典
一
三
八
四
条
四
項
は
、﹁
父
及
び
母
は
、
親
権
を
行
使
す
る
限

り
で
、
そ
れ
ら
の
者
と
同
居
す
る
未
成
年
の
子
が
生
じ
さ
せ
た
損
害
に
つ

い
て
、
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
﹂
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
責
任
は
、
比

較
的
最
近
ま
で
、
親
権
に
結
び
付
け
ら
れ
た
監
督
・
教
育
義
務
上
の
フ
ォ

ー
ト
の
推
定
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
破
毀
院
は
、
一
九
九
七
年
の

B
ertrand

判
決（
57
）

以
降
、
こ
れ
を
外
部
原
因
の
証
明
に
よ
っ
て
し
か
免
責

さ
れ
な
い
客
観
的
責
任
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
伝
統
的
に
は
、
親
の
責

任
の
前
提
と
し
て
子
の
フ
ォ
ー
ト
又
は
子
が
保
管
す
る
物
の
所
為
に
よ
っ

て
損
害
が
生
じ
た
こ
と
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
た
が
、
破
毀
院
は
こ
の
前

提
要
件
を
緩
和
し
、
ま
ず
、
子
が
損
害
の
直
接
的
原
因
と
な
る
行
為
を
し

さ
え
す
れ
ば
親
の
責
任
は
推
定
さ
れ
る
と
し（
58
）、

さ
ら
に
は
、
被
害
者
の

主
張
す
る
損
害
が
未
成
年
の
子
の
所
為
に
よ
っ
て
直
接
的
に
生
じ
て
い
れ

ば
、
そ
れ
が
フ
ォ
ー
テ
ィ
フ
で
な
く
と
も
、
親
の
客
観
的
責
任
が
認
め
得

ら
れ
る
と
明
言
す
る
に
至
っ
た（
59
）。

　

カ
タ
ラ
準
備
草
案
は
、
以
上
の
よ
う
な
判
例
の
立
場
を
見
直
し
、
損
害

を
直
接
的
に
生
じ
さ
せ
た
子
に
つ
い
て
責
任
発
生
事
由
の
証
明
が
あ
る
こ

と
を
、
親
の
責
任
の
前
提
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
（
一
三
五
五
条

二
項
）。

　

本
報
告
書
は
、
サ
ル
ゴ
報
告
が
、
判
例
準
則
を
見
直
す
べ
き
理
由
と
し

て
、
例
え
ば
、
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
ゲ
ー
ム
中
に
他
者

に
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
、
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
に
照
ら
し
何
ら
の
フ
ォ

ー
ト
も
犯
し
て
い
な
け
れ
ば
、
当
該
ク
ラ
ブ
は
責
任
を
負
わ
な
い
と
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず（
60
）、

当
該
メ
ン
バ
ー
が
未
成
年
で
あ
れ
ば
、
そ

の
親
は
責
任
を
負
う
と
い
う
の
は
不
公
平
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、
同
様
の
理
由
か
ら
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
に
賛
成
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
が
、
未
成
年
の
子
の
所
為
に
よ
る
親
の
責
任

に
つ
い
て
、
同
居
要
件
を
削
除
し
て
い
る
こ
と
（
一
三
五
六
条
）
に
つ
い

て
も
、
同
居
要
件
を
事
実
と
し
て
で
は
な
く
法
的
に
認
定
し
て
き
た
判
例

の
展
開（
61
）に

沿
う
も
の
だ
と
指
摘
し
て
、
賛
意
を
表
し
て
い
る
。

提
言
16　

未
成
年
の
子
の
所
為
に
よ
る
親
の
責
任
を
、
当
該
子
の
単

な
る
因
果
関
係
あ
る
所
為
に
基
づ
か
せ
る
判
例
を
見
直
し
、
フ
ォ

ー
ト
を
要
求
す
る
よ
う
に
す
る
。

提
言
17　

未
成
年
の
子
の
所
為
に
よ
る
親
の
責
任
に
つ
い
て
、
同
居

の
要
求
を
削
除
し
て
、
親
権
の
行
使
の
み
に
結
び
つ
け
る
。

　
（
四
八
六
）
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ⅱ　

被
用
者
の
所
為
に
よ
る
使
用
者
の
責
任（
62
）

　

本
報
告
書
は
、
被
用
者
の
所
為
に
よ
る
使
用
者
の
責
任
に
関
し
て
、
使

用
者
の
責
任
の
要
件
を
確
認
し
た
う
え
で
、
被
用
者
の
責
任
に
関
す
る
判

例
準
則
を
維
持
す
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
本
報
告
書
に
よ
れ
ば
―

　

⒜　

民
法
典
一
三
八
四
条
五
項
の
規
定
す
る
使
用
者
の
責
任
の
要
件

は
、
雇
用
関
係（
63
）、

被
用
者
の
フ
ォ
ー
ト
が
他
人
に
損
害
を
生
じ
さ
せ
た

こ
と
、
及
び
、
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
所
為
と
被
用
者
の
職
務
と
の
関
連
性

で
あ
る
。
関
連
性
の
要
件
に
つ
い
て
、判
例
は
、﹁
使
用
者
は
、被
用
者
が
、

許
可
な
く
、
そ
の
権
限
外
の
目
的
の
た
め
に
、
雇
用
に
か
か
わ
る
職
務
の

外
で
行
動
し
た
場
合
に
し
か
免
責
さ
れ
な
い
﹂
と
し
て
い
る（
64
）。

　

カ
タ
ラ
準
備
草
案
は
、使
用
者
を
﹁
被
用
者
の
職
務
の
遂
行
に
関
し
て
、

命
令
又
は
指
示
を
与
え
る
権
限
を
有
す
る
者
﹂
と
定
義
し
、﹁
使
用
者
は
、

被
用
者
が
生
じ
さ
せ
た
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
﹂
と
の
原
則
を
定
め

た
う
え
で
（
一
三
五
九
条
一
項
）、
使
用
者
の
免
責
に
つ
い
て
、﹁
使
用
者

は
、
被
用
者
が
、
許
可
な
く
、
そ
の
権
限
外
の
目
的
の
た
め
に
、
雇
用
に

か
か
わ
る
職
務
の
外
で
行
動
し
た
場
合
に
は
、
責
任
を
負
わ
な
い
﹂
と
し

て
、
判
例
準
則
を
明
文
化
し
て
い
る
（
一
三
五
九
条
二
項
）。

　

⒝　

使
用
者
の
責
任
は
、
従
来
、
被
害
者
の
た
め
の
担
保
（garantie
）

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
被
害
者
は
使
用
者
に
対
し
て
も
被
用
者
に

対
し
て
も
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
が
で
き
、
使
用
者
が
損
害
を
賠
償
し
た

場
合
に
は
、
使
用
者
は
被
用
者
に
対
し
て
求
償
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
判
例
は
、
使
用
者
の
責
任
を
﹁
代
位
責
任

（responsabilité substituée

）﹂だ
と
考
え
て
、被
用
者
が
そ
の
任
務
の
限

界
を
超
え
た
場
合
に
し
か
、
使
用
者
の
被
用
者
に
対
す
る
求
償
訴
権
も（
65
）、

被
害
者
の
被
用
者
に
対
す
る
責
任
訴
権
も（
66
）認

め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る（
67
）。

　

こ
の
よ
う
に
被
用
者
の
責
任
を
限
定
的
に
し
か
認
め
な
い
判
例
の
立
場

に
対
し
て
は
批
判
が
あ
る
。
そ
の
主
た
る
理
由
は
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
使

用
者
が
倒
産
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
被
用
者
に
フ
ォ
ー
ト
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
害
者
が
損
害
賠
償
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
い
不
当
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
カ
タ
ラ
準
備
草
案
は
、
同
様
の
理
由

か
ら
、﹁
被
用
者
は
、
意
図
的
な
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
権

限
内
の
目
的
の
た
め
に
、
使
用
者
の
命
令
に
背
く
こ
と
な
く
、
そ
の
職
務

の
枠
内
で
行
動
し
た
場
合
は
、
被
害
者
が
使
用
者
か
ら
も
そ
の
保
険
者
か

ら
も
損
害
の
賠
償
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
の
で
な
い
限

り
、
被
害
者
か
ら
個
人
的
責
任
を
追
及
さ
れ
な
い
﹂
と
規
定
し
て
い
る

（
一
三
五
九
―

一
条
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
サ
ル
ゴ
報
告
は
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
一
三
五
九
―

一

条
は
被
害
者
保
護
に
資
す
る
よ
う
に
み
え
る
け
れ
ど
も
、
同
条
に
よ
れ
ば

被
用
者
が
使
用
者
の
保
証
人
に
な
る
よ
う
な
事
態
を
招
く
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
不
公
平
だ
と
し
て
、
こ
れ
に
反
対
し
て
い
る（
68
）。

ま
た
、
判
例
に

よ
れ
ば
、
被
用
者
の
労
働
債
務
の
不
完
全
履
行
（m

auvaise exécution

）

に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
重
大
な
フ
ォ
ー
ト
が
あ
る
場
合
に
し

か
使
用
者
に
対
す
る
責
任
を
負
わ
ず（
69
）、

あ
る
い
は
害
意
の
証
明
が
必
要

だ
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ（
70
）、

カ
タ
ラ
準
備
草
案
一
三
五
九
―

一
条

に
よ
れ
ば
、
被
用
者
が
使
用
者
か
ら
は
責
任
を
追
及
さ
れ
な
い
よ
う
な
場

　
（
四
八
七
）
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合
で
も
、
被
害
者
か
ら
は
責
任
を
追
及
さ
れ
得
る
こ
と
と
な
り
、
不
整
合

が
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

提
言
18　

被
用
者
の
民
事
責
任
は
、
同
人
が
職
務
を
濫
用
し
又
は
一

定
の
刑
事
上
の
罪
を
犯
し
た
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
と
す
る

法
務
官
的
準
則
（règle prétorienne

）
を
維
持
す
る
。

ⅲ　

経
済
的
相
互
依
存
関
係
に
よ
る
責
任（
71
）

　

本
報
告
書
は
、
あ
る
者
が
、
そ
の
者
と
経
済
的
相
互
依
存
関
係
に
あ
る

者
の
所
為
を
理
由
と
し
て
、
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合

か
と
い
う
問
題
を
提
起
す
る
。
具
体
的
に
は
親
子
会
社
や
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
契
約
の
場
合
に
、
企
業
が
消
費
者
に
対
し
て
申
込
み
や
広
告
を
す
る
際

に
は
、
企
業
グ
ル
ー
プ
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
調
す
る
こ
と
が
多
い
け
れ
ど

も
、
後
日
の
紛
争
に
お
い
て
は
、
各
企
業
が
法
的
に
は
別
人
格
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
、
そ
の
責
任
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
問
題
だ
と

い
う
。

　

本
報
告
書
は
、
ま
ず
、
現
行
法
下
で
は
、
破
産
手
続
き
に
関
す
る
商
事

法
典
Ｌ
．六
二
一
―

二
条
の
ほ
か
に
明
文
の
規
定
は
存
在
せ
ず
、
し
か
も
、

破
毀
院
は
、
そ
の
要
件
で
あ
る
資
産
（patrim

oine

）
の
混
同
や
、
法
人

格
の
偽
装
性
（fictivité

）
に
つ
い
て
厳
格
な
解
釈
を
し
て
い
る
こ
と
、

破
産
手
続
き
以
外
で
は
、
破
毀
院
が
近
時
、
親
会
社
の
子
会
社
へ
の
介
入

に
つ
い
て
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
責
任
を
認
め
得
る
と
し
て
も
、
親
会
社
が
子

会
社
に
関
与
し
出
資
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
そ
の
責
任
を
認
め
る
に
足
り

な
い
と
し
た
こ
と（
72
）を

指
摘
す
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
、
一
部
の
論
者
が
経
済
的
相
互
依
存
関
係
に

よ
る
責
任
を
認
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案

が
、
フ
ォ
ー
ト
に
よ
ら
な
い
他
人
の
所
為
に
よ
る
責
任
の
一
環
と
し
て
、

経
済
的
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
者
の
責
任
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
こ
と

（
一
三
六
〇
条
）
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
本
報
告
書
は
、
経
済
的
相
互
依
存
関
係
に
よ
る
責
任
を
認

め
る
こ
と
に
対
し
て
は
反
対
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
、
サ
ル
ゴ
報
告
も
、

適
用
分
野
が
不
明
確
で
あ
り
企
業
の
国
外
転
出
の
危
険
が
あ
る
こ
と
や
グ

ル
ー
プ
内
の
各
法
人
の
自
律
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
た
理
由
か

ら
、
こ
れ
に
反
対
し
て
い
る
こ
と（
73
）

を
ふ
ま
え
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
の
立

場
に
反
対
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。

提
言
19　

経
済
的
相
互
依
存
関
係
と
い
う
事
由
に
基
づ
く
フ
ォ
ー

ト
に
よ
ら
な
い
責
任
の
存
在
を
確
立
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

Ⅲ　

民
事
責
任
の
効
果

　

本
報
告
書
は
、
民
事
責
任
の
要
件
に
関
す
る
提
言
に
続
い
て
、
民
事
責

任
の
効
果
を
改
革
す
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い

　
（
四
八
八
）
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る
。
本
報
告
書
は
、
民
事
責
任
の
効
果
に
つ
い
て
、
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
法

で
は
全
体
と
し
て
整
合
的
な
解
決
が
な
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
妥

当
性
に
つ
い
て
は
疑
問
も
呈
さ
れ
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
重
要
と
思
わ

れ
る
次
の
四
つ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
被

害
者
に
損
害
を
軽
減
し
又
は
そ
の
増
悪
を
回
避
す
る
債
務
を
認
め
る
こ
と

の
当
否
、
契
約
及
び
不
法
行
為
の
各
分
野
に
お
い
て
損
害
賠
償
を
合
意
に

よ
り
修
正
す
る
こ
と
の
当
否
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
の
導
入
の
当
否
、
及
び
、

損
害
額
の
算
定
と
損
害
賠
償
の
支
払
い
（liquidation

）
を
め
ぐ
る
問
題

で
あ
る
。

1
　
損
害
を
軽
減
し
又
は
そ
の
増
悪
を
回
避
す
べ
き
債
務（
74
）

　

本
報
告
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
損
害
を
軽
減
し
又
は
損
害
の
憎
悪
を
回

避
す
べ
き
債
務
を
導
入
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
ど
の

範
囲
で
そ
の
導
入
を
認
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

⑴　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
現
在
、
被
害
者
が
損
害
を
軽
減
し
又
は
損
害
の

増
悪
を
回
避
す
べ
き
一
般
的
債
務
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず（
75
）、

破
毀
院
は
、

二
〇
〇
三
年
に
、﹁
事
故
を
生
じ
さ
せ
た
者
は
そ
の
あ
ら
ゆ
る
損
害
結
果

（conséquence dom
m

ageable

）
に
つ
い
て
賠
償
義
務
を
負
う
﹂、﹁
被

害
者
は
責
任
主
体
の
利
益
の
た
め
に
そ
の
損
害
を
抑
え
る
べ
き
義
務
を
負

わ
な
い
﹂
と
判
示
し
て
、
被
害
者
の
損
害
軽
減
債
務
を
明
確
に
否
定
し
て

い
る（
76
）。

　

本
報
告
書
は
、
ま
ず
、
破
毀
院
が
右
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
例
外
的
に

損
害
軽
減
債
務
を
認
め
る
余
地
を
残
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
公

平
や
社
会
的
利
益
と
い
っ
た
観
点
か
ら
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
具
体
的
に
は
、
損
害
軽
減
債
務
は
、
と
り
わ
け
契
約
の
分
野
に

お
い
て
、
信
義
誠
実
（bonne foi

）
の
原
則
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
、

あ
る
い
は
、
責
任
に
か
か
る
費
用
が
減
少
す
る
こ
と
は
一
般
的
利
益
に
適

う
と
の
主
張
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
、
ケ
ベ
ッ
ク
で
は

こ
の
よ
う
な
債
務
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則

（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
）
や
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｔ
国
際
商
事
原
則
に
お
い
て
も
、
少

な
く
と
も
契
約
の
分
野
で
は
、
同
様
の
債
務
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

指
摘
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
が
、﹁
被
害
者
が
、
確
実
、
合
理
的
か
つ

均
衡
の
と
れ
た
（proportionné

）
手
段
に
よ
っ
て
、
そ
の
損
害
の
広
が

り
（étendue

）
を
減
少
さ
せ
又
は
そ
の
増
悪
を
回
避
し
得
た
と
き
は
、

そ
の
手
段
が
身
体
の
完
全
性
を
侵
害
す
る
性
質
の
も
の
で
な
い
限
り
、
そ

の
手
段
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
損
害
賠
償
の
減
額
に
よ
っ
て
、
考
慮

さ
れ
得
る
﹂（
一
三
七
三
条
）
と
規
定
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
動

向
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
こ
の
よ
う
な
提
案
は
比
較
的
好
意
的

に
受
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

本
報
告
書
も
、
損
害
軽
減
債
務
を
フ
ラ
ン
ス
法
に
導
入
す
る
こ
と
は
適

切
で
あ
る
と
し
、
そ
の
導
入
に
よ
っ
て
、
契
約
の
分
野
に
お
い
て
し
ば
し

ば
欠
け
て
い
る
モ
ラ
ル
が
向
上
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
不
法
行
為
の
分
野
に

お
い
て
も
、
社
会
全
体
の
賠
償
費
用
の
抑
制
（encadrem

ent

）
に
と
っ

て
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
と

は
異
な
り
、
損
害
の
評
価
は
行
為
時
で
は
な
く
判
決
時
を
基
準
と
し
て
な

　
（
四
八
九
）



元
老
院
調
査
報
告
書
五
五
八
号
（
二
〇
〇
八
―

二
〇
〇
九
）
の
概
要

�

二
三
四

同
志
社
法
学　

六
二
巻
二
号

さ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
損
害
軽
減
債
務
の
利
点
を
減
じ
る
も
の
で
は
な

い
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
同
債
務
は
、
損
害
が
増
悪
し
な
い
よ
う
手
段
を

講
じ
る
べ
き
債
務
と
し
て
現
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

　

⑵　

も
っ
と
も
、
本
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
損
害
軽
減
債
務
を
あ
ら
ゆ
る

種
類
の
損
害
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。
具
体
的
に
は
、

物
的
又
は
精
神
的
損
害
の
賠
償
に
関
し
て
は
、
同
債
務
を
認
め
て
も
差
し

支
え
な
い
け
れ
ど
も
、
身
体
的
損
害
の
賠
償
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
に
そ

の
よ
う
な
債
務
を
課
す
こ
と
に
は
問
題
が
多
い
と
い
う
。
そ
の
こ
と
を
示

す
例
と
し
て
、
被
害
者
が
治
療
（
と
り
わ
け
精
神
科
に
お
け
る
治
療
）
を

満
足
に
受
け
な
か
っ
た
場
合
に
賠
償
額
を
減
額
す
る
の
は
不
当
で
あ
る
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案

が
、
治
療
上
の
危
険
性
を
伴
う
処
置
の
場
合
に
損
害
軽
減
債
務
を
排
除
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
文
言
が
不
精
確
で
あ
り
、
解
釈
の
相
違
を
招

く
と
し
て
、
こ
れ
を
批
判
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
医
療
処
置
の
可
能
性
に
よ
っ
て
損
害
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
を

認
め
る
と
、
被
害
者
に
医
療
処
置
を
受
け
る
債
務
を
課
す
こ
と
と
な
る

が
、
そ
う
な
る
と
、
民
法
典
一
六
―

三
条
が
、
人
の
身
体
の
完
全
性
は
医

療
上
の
必
要
が
な
い
限
り
侵
害
さ
れ
得
な
い
と
し
（
一
項
）、
治
療
上
の

処
置
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
当
事
者
の
同
意
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
こ
と

（
二
項
）
と
の
整
合
性
に
欠
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

　

本
報
告
書
は
、
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
身
体
的
損
害
に
つ
い
て
は
、

損
害
軽
減
債
務
を
適
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

　

⑶　

な
お
、
本
報
告
書
は
、
損
害
軽
減
債
務
の
導
入
が
適
切
で
あ
る
と

し
て
も
、
そ
れ
が
被
害
者
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
付
言
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
損
害
軽
減
債
務
は
手
段
債
務
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
内
容

は
当
該
事
案
に
お
け
る
状
況
や
、
被
害
者
の
個
性
（personnalité

）
及

び
能
力
に
応
じ
て
具
体
的
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
、
さ
ら
に
、
被
害

者
が
損
害
を
減
少
さ
せ
る
に
必
要
な
注
意
を
尽
く
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

の
証
明
責
任
は
加
害
者
に
課
せ
ら
れ
る
べ
き
だ
と
も
い
う
。

提
言
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非
身
体
的
損
害
の
被
害
者
に
つ
い
て
、
損
害
を
軽
減
し
又

は
増
悪
さ
せ
な
い
債
務
を
課
す
る
。
そ
の
債
務
は
手
段
債
務
で
し

か
な
く
、
状
況
及
び
被
害
者
の
個
性
を
斟
酌
し
て
、
具
体
的
に
評

価
さ
れ
る
。

2
　
損
害
賠
償
の
合
意
に
よ
る
修
正（
77
）

　

本
報
告
書
は
、
ま
ず
、
損
害
賠
償
の
合
意
に
よ
る
修
正
が
責
任
の
修
正

と
は
異
な
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
中
に
は
、
賠
償
限
定
条
項
（clause 

lim
itative de réparation

）
と
違
約
条
項
（clause pénale

）
と
い
う

二
つ
の
形
態
が
あ
り
得
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
前
者
は
賠
償
額
を
減
少
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
当
事
者
が
、
債
務
者
に
よ
る
全

部
若
し
く
は
一
部
の
不
履
行
又
は
履
行
遅
滞
に
よ
る
損
害
賠
償
に
つ
い

て
、
予
め
定
額
の
評
価
を
し
て
お
く
も
の
で
あ
る
。

　
（
四
九
〇
）
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そ
の
う
え
で
、
本
報
告
書
は
、
現
行
法
の
状
況
を
確
認
し
、
カ
タ
ラ
準

備
草
案
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
う
え
で
、
現
行
制
度
を
ど
の
よ
う
に
明

確
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

⑴　

本
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
現
在
、
損
害
賠
償
の
合

意
に
よ
る
修
正
の
可
能
性
は
、
そ
れ
が
契
約
責
任
の
分
野
に
お
け
る
も
の

か
不
法
行
為
責
任
の
分
野
に
お
け
る
も
の
か
に
よ
っ
て
、
異
な
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
―

　

契
約
責
任
の
分
野
で
は
、
賠
償
限
定
条
項
は
原
則
と
し
て
有
効
で
あ
る

と
さ
れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
一
九
九
六
年
のC

hronopost

判
決（
78
）

が
、

契
約
の
﹁
本
質
的
債
務
（obligation essentielle

）﹂
の
履
行
を
見
直
す

よ
う
な
条
項
は
無
効
だ
と
し
た
た
め
、
本
質
的
債
務
に
関
す
る
賠
償
限
定

条
項
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
原
則
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
か

は
定
か
で
は
な
い（
79
）。

こ
れ
に
対
し
、
賠
償
限
定
条
項
が
契
約
の
付
随
的

債
務
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
契
約
上
の
フ
ォ
ー
ト
が
詐
害
的
で

な
く
重
大
な
フ
ォ
ー
ト
を
構
成
し
な
い
限
り
、
当
該
条
項
は
有
効
で
あ
る

こ
と
、
契
約
上
の
フ
ォ
ー
ト
が
詐
害
的
で
あ
る
か
重
大
な
フ
ォ
ー
ト
を
構

成
す
る
と
き
は
、
当
該
条
項
は
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
異
論
が
な
い
。

　

ま
た
、
違
約
条
項
も
原
則
と
し
て
有
効
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
明
ら
か
に

過
大
又
は
過
小
で
あ
る
場
合
に
は
、
裁
判
官
は
、
こ
れ
を
減
額
し
、
又
は

増
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
一
五
二
条
二
項
、
一
一
三
一
条
）。

　

以
上
に
対
し
て
、
不
法
行
為
責
任
の
分
野
で
は
、
判
例
に
よ
っ
て
、
フ

ォ
ー
ト
に
よ
る
責
任
に
関
す
る
賠
償
限
定
条
項
の
効
力
は
否
定
さ
れ
て
い

る
が（
80
）、

フ
ォ
ー
ト
が
推
定
さ
れ
る
場
合
や
フ
ォ
ー
ト
に
よ
ら
な
い
責
任

に
関
し
て
は
、
有
効
だ
と
さ
れ
て
い
る（
81
）。

　

⑵　

本
報
告
書
は
、
損
害
賠
償
の
合
意
に
よ
る
修
正
に
関
す
る
準
則
に

つ
い
て
、
一
部
の
学
説
か
ら
、
こ
れ
を
明
確
化
す
る
べ
き
だ
と
の
主
張
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
が
判
例
に

よ
る
解
決
の
一
部
の
明
文
化
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

カ
タ
ラ
準
備
草
案
は
、
賠
償
を
排
斥
し
又
は
限
定
す
る
合
意
は
、
契
約

の
分
野
で
も
契
約
外
の
分
野
で
も
、
原
則
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
す
る
が

（
一
三
八
二
条
）、
身
体
的
損
害
の
賠
償
に
つ
い
て
賠
償
を
排
斥
し
又
は
限

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
（
一
三
八
二
―

一
条
）。
も
っ
と
も
、

こ
れ
に
は
、
①
契
約
当
事
者
は
、
あ
る
い
は
詐
害
的
フ
ォ
ー
ト
や
重
大
な

フ
ォ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
本
質
的
債
務
へ
の
違
反
に
よ
っ
て
―
相

手
方
当
事
者
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
賠
償
を
排
斥
し
又
は
限
定
す
る

こ
と
は
で
き
ず
（
一
三
八
二
―

二
条
一
項
）、
ま
た
、
②
事
業
者
は
、
現

実
の
―
明
確
に
規
定
さ
れ
た
対
価
な
く
し
て
―
非
事
業
者
又
は
消
費
者
に

生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
賠
償
を
排
斥
し
又
は
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
（
同
条
二
項
）、
さ
ら
に
、
③
不
法
行
為
の
分
野
に
お
い
て
は
、
フ
ォ

ー
ト
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
賠
償
を
排
斥
し
又
は
限
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
（
一
三
八
二
―

四
条
）
と
い
う
例
外
が
存
在
す
る
。
ま

た
、
違
約
条
項
に
関
し
て
は
、
現
民
法
典
一
二
二
六
条
な
い
し
一
二
三
〇

条
、
一
二
三
二
条
及
び
一
二
三
三
条
を
削
除
し
つ
つ
、
明
ら
か
に
過
剰
な

条
項
に
つ
い
て
は
裁
判
官
に
よ
る
改
訂
（révision

）
を
認
め
て
い
る
（
一

三
八
三
条
）。

　
（
四
九
一
）
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本
報
告
書
は
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
に
つ
い
て
、
不
法
行
為
の
分
野
に
お

い
て
損
害
賠
償
の
合
意
に
よ
る
修
正
を
原
則
と
し
て
有
効
だ
と
し
、
ま

た
、
違
約
条
項
に
関
す
る
現
民
法
典
の
規
定
の
一
部
を
削
除
し
た
点
で
現

行
法
を
修
正
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
そ
の
余
の
提
案
は

C
hronopost

判
決
の
厳
格
な
立
場
を
含
む
現
行
法
上
の
解
決
を
踏
襲
す

る
も
の
だ
と
評
し
て
い
る
。

　

⑶　

本
報
告
書
は
、
判
例
に
よ
る
解
決
を
明
文
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
賛
成
意
見
が
多
い
こ
と
を
ふ
ま
え
、
損
害
賠
償
を
修
正
す
る
条
項
の
有

効
性
に
関
す
る
準
則
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
は
賛
成
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
ま
ず
、
身
体
的
損
害
の
賠
償
に
つ
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
修
正
条

項
が
禁
止
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
加
害
者
が
重
大
な
又
は
詐
害
的
な
フ
ォ
ー

ト
を
犯
し
た
場
合
に
は
こ
れ
を
無
効
と
す
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。

　

次
い
で
、
不
法
行
為
責
任
の
分
野
で
も
賠
償
限
定
条
項
の
有
効
性
を
認

め
る
こ
と
は
、
例
え
ば
近
隣
間
の
契
約
外
の
関
係
や
、
営
利
社
団
又
は
非

営
利
社
団
設
立
の
た
め
の
組
合
契
約
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
る
こ
と
な
く
共

通
の
活
動
に
従
事
す
る
者
相
互
間
の
関
係
を
規
律
す
る
の
に
有
用
で
あ

り
、同
条
項
は
原
則
と
し
て
有
効
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
但
し
、

判
例
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
て
い
る
要
件
に
従
う
べ
き
で
あ
る
、
す
な
わ

ち
、
フ
ォ
ー
ト
が
推
定
さ
れ
る
場
合
や
フ
ォ
ー
ト
に
よ
ら
な
い
責
任
に
関

し
て
の
み
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
契
約
の
本
質
的
債
務
に
関
す
る
条
項
に
つ
い
て
は
、
当
該
条

項
が
本
質
的
債
務
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
そ
の
よ

う
な
債
務
の
不
履
行
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
現
実
的
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
妨

げ
る
よ
う
な
効
果
を
有
す
る
も
の
か
ど
う
か
が
問
題
だ
と
主
張
し
て
い

る
。
例
え
ば
、賠
償
額
を
あ
ま
り
に
低
額
な
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

実
際
に
は
賠
償
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
よ
う
な
条
項
が
こ
れ
に
あ
た
る
と

い
う
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
条
項
に
対
す
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
を

書
か
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
と
い
う
の
で
は
な
く
、
契
約
の
均
衡
を

回
復
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
裁
判
官
に
当
該
条
項
の
改
訂
権
限
を
認
め
る

べ
き
だ
と
し
て
い
る（
82
）。

　

も
っ
と
も
、
事
業
者
・
消
費
者
間
の
附
合
契
約
の
よ
う
に
、
当
事
者
間

に
不
均
衡
が
あ
る
場
合
に
は
特
別
の
取
扱
い
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
、

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
現
実
の
明
確
に
規
定
さ
れ
た
対
価
が
存
在
し
な

い
限
り
、
賠
償
限
定
条
項
の
有
効
性
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
が
消

費
法
典
中
に
規
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
。

　

な
お
、
違
約
条
項
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
を
維
持
す
る
べ
き
だ
と
す
る
。

提
言
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賠
償
に
関
す
る
条
項
に
適
用
さ
れ
る
準
則
を
明
確
化
し
、

フ
ォ
ー
ト
に
よ
ら
な
い
不
法
行
為
責
任
の
分
野
で
そ
れ
ら
条
項

を
原
則
と
し
て
有
効
と
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
条
項
が
契
約
の
要
素
た

る
債
務
の
履
行
を
見
直
す
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
司
法
上
の
改
訂

を
予
定
す
る
。

　
（
四
九
二
）
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3
　
懲
罰
的
損
害
賠
償
の
導
入（
83
）

　

本
報
告
書
は
、
懲
罰
的
賠
償
の
導
入
の
当
否
に
関
し
て
、
問
題
の
所
在

を
丁
寧
に
描
写
し
た
う
え
で
、
各
界
の
反
応
等
を
紹
介
し
、
ど
の
よ
う
な

形
で
懲
罰
的
損
害
賠
償
を
導
入
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
か
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
。

⑴
　
問
題
の
所
在

　

ⅰ　

本
報
告
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
現
在
、
全
額
賠
償
の
原
則
が
採
用

さ
れ
、
損
害
賠
償
が
被
害
者
に
と
っ
て
損
に
も
得
に
も
な
っ
て
は
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と（
84
）、

及
び
、
加
害
者
の
行
為
態
様
の
悪
性
は
賠
償

額
の
評
価
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と（
85
）、

す
な
わ
ち
、
民
事

責
任
の
私
的
制
裁
機
能
（
抑
止
機
能
）
は
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
う
え
で
、
営
利
的
な
フ
ォ
ー
ト
が
あ
る
場
合
に
は
、
以
上
の
よ
う
な

伝
統
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
本

報
告
書
が
具
体
例
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
次
の
三
つ
の
場
面
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
―

　

第
一
は
、
主
に
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
、
肖
像
や
名
誉
へ
の
権
利
が
侵
害

さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
の
中
に
は
、読
者
の
気
を
ひ
く
よ
う
な
、

意
図
的
に
過
剰
な
あ
る
い
は
誤
っ
た
紹
介
方
法
で
、
メ
デ
ィ
ア
受
け
す
る

人
物
の
私
生
活
に
関
す
る
事
柄
を
報
じ
て
、
当
該
人
物
に
損
害
を
与
え
つ

つ
、
販
売
部
数
を
伸
ば
し
て
利
益
を
得
る
こ
と
を
躊
躇
し
な
い
も
の
が
存

在
す
る
。

　

第
二
は
、
知
的
所
有
権
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
商
標
権
や
特
許

権
を
侵
害
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
侵
害
者
は
、
被
害
者
た
る
権
利
者
の
生

産
能
力
を
超
え
る
よ
う
な
大
規
模
な
生
産
を
な
し
得
る
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
権
利
者
が
被
っ
た
損
害
を
単
に
填
補
す
る
だ
け
で
は
、
権
利
者
の
能

力
に
応
じ
た
逸
失
利
益
の
賠
償
し
か
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
侵
害
者
に
大

き
な
利
益
が
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。

　

第
三
は
、
競
争
法
や
消
費
法
の
分
野
で
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

中
に
は
、
一
定
の
企
業
に
よ
る
一
つ
一
つ
は
些
細
な
契
約
上
の
債
務
へ
の

違
反
が
集
積
し
て
当
該
企
業
に
利
益
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
が
、
填
補
の
た

め
の
賠
償
を
認
め
た
だ
け
で
は
こ
れ
を
埋
め
合
わ
せ
ら
れ
な
い
よ
う
な
場

合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
携
帯
電
話
会
社
が
少
額
の
水
増
し
請
求
を
し
た
場

合
や
、
企
業
間
協
定
が
あ
っ
た
場
合
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　

ⅱ　

続
い
て
、
本
報
告
書
は
、
現
行
法
下
で
も
、
算
定
困
難
な
一
定
の

損
害
に
つ
い
て
は
、
フ
ォ
ー
ト
の
重
大
さ
が
賠
償
額
の
評
価
に
あ
た
っ
て

影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
知
的
所
有
権

の
分
野
に
お
い
て
、
知
的
所
有
権
の
尊
重
に
関
す
る
二
〇
〇
四
年
二
月
二

九
日
の
Ｅ
Ｕ
指
令
四
八
号
を
国
内
法
化
す
る
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
二
九
日

の
法
律
一
五
四
四
号
に
よ
っ
て
、
知
的
所
有
権
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
の
損

害
賠
償
額
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
、
裁
判
官
が
、
被
侵
害
者
の
逸
失
利
益

や
慰
謝
料
の
ほ
か
に
、
侵
害
者
が
得
た
利
益
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と（
86
）を

紹
介
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
民
事
責
任
法
の
改
正
に
あ
た
っ
て
、
知
的
所
有
権
法
上
の
制

度
を
一
般
化
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
営
利
的
な
フ
ォ
ー
ト
が

あ
る
他
の
場
面
に
も
拡
大
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
て

　
（
四
九
三
）
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い
る
。

⑵
　
各
界
の
反
応
等

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
提
起
に
続
き
、
本
報
告
書
は
、
懲
罰
的
損
害
賠
償

を
認
め
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
法
、
ア
メ
リ
カ
法
及
び
ケ
ベ
ッ
ク
法
の
状
況
を

紹
介
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
大
陸
法
諸
国
で
は
懲
罰
的
損
害
賠
償
を

認
め
ず
に
精
神
的
損
害
に
つ
い
て
賠
償
額
を
増
額
す
る
こ
と
で
対
処
し
て

い
る
こ
と
、
こ
の
点
に
関
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
の
調
和
の
動
き
は

み
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

ま
た
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
を
導
入
す
る
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
見

解
が
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
に
反
対
す
る
見
解
は
、
フ
ォ
ー

テ
ィ
フ
な
行
動
を
抑
止
す
る
た
め
の
対
策
は
既
に
と
ら
れ
て
お
り
、
あ
る

い
は
、
他
に
よ
り
効
果
的
な
方
策
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
、
理
論

的
に
も
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
は
憲
法
上
の
罪
刑
法
定
主
義
（légalité des 

peines

）
の
要
請
に
違
反
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と（
87
）、

し
か
し
な
が
ら
多

く
の
学
者
は
懲
罰
的
損
害
賠
償
の
導
入
に
好
意
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

　

カ
タ
ラ
準
備
草
案
は
﹁
明
ら
か
に
意
図
的
な
フ
ォ
ー
ト
（faute 

m
anifestem

ent délibérée

）、
と
り
わ
け
営
利
的
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
た

者
は
、填
補
の
た
め
の
損
害
賠
償（dom

ages-intérêts com
pensatoires

）

に
加
え
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
﹂
る
と
し
て
（
一

三
七
一
条
）、
懲
罰
的
損
害
賠
償
を
広
く
認
め
る
立
場
を
採
用
し
て
い
る

が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
の
導
入
自
体
は
よ
い
と
し
て

も
、
対
象
が
広
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
る
と

い
う（
88
）。

⑶
　
懲
罰
的
賠
償
を
ど
の
よ
う
な
形
で
導
入
す
る
べ
き
か

　

本
報
告
書
は
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
は
現
行
法
下
で
の
問
題
を
改
善
す
る

た
め
に
重
要
な
改
革
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
導
入
は
限
定
的
に
の
み
認
め

る
べ
き
だ
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

ⅰ　

本
報
告
書
は
、
ま
ず
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
は
一
般
的
に
適
用
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
を
一

般
的
に
適
用
す
る
こ
と
は
、
刑
事
責
任
と
民
事
責
任
の
区
別
を
な
く
す
こ

と
に
つ
な
が
り
、
私
的
制
裁
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
点
に
あ
る
。
ま
た
、
実
務
で
は
、
刑
事
裁
判
官
は
民
事
裁
判
官
に
比
し

て
低
額
の
賠
償
し
か
認
め
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
取
扱
い
の

相
違
を
解
消
す
れ
ば
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
の
導
入
の
要
請
は
減
少
す
る
の

で
は
な
い
か
と
も
述
べ
て
い
る
。
私
訴
権
（action civile

）
が
行
使
さ

れ
た
場
合
に
、
刑
事
裁
判
所
が
よ
り
積
極
的
に
損
害
賠
償
を
認
め
る
こ
と

が
、
ま
ず
は
重
要
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

ⅱ　

次
に
、
本
報
告
書
は
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
は
、
損
害
を
生
じ
さ
せ

た
行
動
の
性
質
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
営
利
的
フ
ォ
ー
ト
の
抑

止
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
り
、
少
額

の
損
害
し
か
生
じ
て
い
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
の
抑

止
機
能
は
期
待
で
き
な
い
と
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
は
極
め
て
少
額
の
損
害
し
か
生
じ
さ
せ
な
い
よ

　
（
四
九
四
）
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う
な
フ
ォ
ー
ト
に
よ
っ
て
多
く
の
被
害
者
が
損
害
を
被
っ
て
い
る
場
合

に
、
加
害
者
が
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
受
け
な
い
の
は
、
被
害
者
が
個
人
的
に

被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
損
害
賠
償
を
請
求
を
す
る
こ
と
に
経
済
的
メ
リ
ッ

ト
が
な
い
こ
と
が
原
因
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
損
害
賠
償

に
要
す
る
費
用
が
損
害
賠
償
額
を
上
回
る
た
め
、
個
々
の
被
害
者
が
損
害

賠
償
請
求
を
断
念
し
て
し
ま
う
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
被
害
者
が
司
法
に

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
の
な
さ
こ
そ
が
問
題

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
被
害
者
が

被
っ
た
損
害
を
賠
償
し
つ
つ
刑
罰
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
営
利
的
フ
ォ
ー

ト
を
抑
止
す
る
た
め
の
唯
一
の
手
段
は
、
多
数
の
被
害
者
が
個
別
に
被
っ

た
少
額
の
損
害
の
賠
償
に
つ
い
て
集
団
的
に
提
訴
す
る
可
能
性
を
認
め
る

こ
と
だ
と
主
張
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
既
に
、
集
団
的
な
被
害
を
回
復
す
る
た

め
の
団
体
訴
訟
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り（
89
）、

消
費
法
の
分
野
で
は
、
損

害
賠
償
請
求
訴
訟
の
形
で
事
後
的
な
被
害
回
復
を
図
る
制
度
と
し
て
は
、

消
費
者
の
集
団
的
利
益
（intérêt collectif

）
の
た
め
に
認
め
ら
れ
る
私

訴
権
（
消
費
法
典
Ｌ
．四
二
一
―

一
条
一
項
）
と
、
消
費
者
の
個
別
的
利

益
（intérêt individuel

）
の
た
め
に
認
め
ら
れ
る
共
同
代
理
訴
権

（action en représentation conjointe

）
が
あ
る
（
同
法
典
Ｌ
．四
二

二
―

一
条
一
項（
90
））。

　

本
報
告
書
は
、
以
上
の
よ
う
な
制
度
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
現
行
制
度

は
不
十
分
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
し
て
、
集
団
的
訴
権
の
導
入
が

目
指
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
ジ
ャ
ッ

ク
・
ア
タ
リ
（Jaques A

T
T

A
L

I

）
を
長
と
す
る
﹁﹁
フ
ラ
ン
ス
発
展
の

自
由
化
（la libération de la croissance française

）﹂
に
関
す
る
委

員
会
に
よ
る
報
告
書
（
い
わ
ゆ
る
﹁
フ
ラ
ン
ス
を
変
え
る
た
め
の
三
〇
〇

の
提
言
（300 décisions pour changer la F

rance （
91
））﹂）

や
、
ジ
ャ
ン

＝
マ
リ
ー
・
ク
ー
ロ
ン
（Jean-M

arie C
O

U
L

O
N

、
パ
リ
控
訴
院
名
誉

院
長
）
を
長
と
す
る﹁
経
済
活
動
の
非
刑
罰
化（dépénalisation de la 

vie des affaires

）﹂
に
関
す
る
委
員
会
に
よ
る
報
告
書（
92
）の

提
案
と
軌
を

一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
報
告
書
は
、
集
団
的
訴
権
の
手
続
き
の
仕
組
み
や
適
用
範
囲

に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
と
し
つ
つ
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ

ョ
ン
に
お
け
る
よ
う
な
不
都
合
は
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
付
言
し

て
い
る
。

　

ⅲ　

本
報
告
書
は
、
最
後
に
、
以
上
の
よ
う
な
改
革
を
行
っ
た
と
し
て

も
な
お
、
一
定
の
紛
争
類
型
（
具
体
的
に
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
私
生

活
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
や
競
争
法
の
分
野
）
に
お
い
て
は
、
法
の
欠
陥
が

あ
る
と
し
て
、
加
害
者
に
営
利
的
フ
ォ
ー
ト
が
あ
る
場
合
に
は
、
懲
罰
的

損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
私
生
活
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
マ
ス

コ
ミ
は
、
後
日
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
た
場
合
に
賠
償
す
る
べ
き
金
額
よ

り
も
、
私
生
活
を
侵
害
す
る
よ
う
な
記
事
を
出
版
し
た
場
合
の
利
益
の
方

が
高
い
と
判
断
し
て
加
害
行
為
に
及
ぶ
場
合
が
多
い
こ
と
、
実
際
、
出
版

に
よ
る
利
益
は
賠
償
額
の
算
定
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と（
93
）

　
（
四
九
五
）
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等
に
鑑
み
れ
ば
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
の
導
入
は
有
用
で
あ
る
と
す
る
。

　

ま
た
、
競
争
法
の
分
野
に
つ
い
て
も
、
競
争
当
局
（autorité de 

concurrence

）
に
よ
る
行
政
上
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
と
す
る
現
行

制
度
は
十
分
な
有
効
性
を
有
し
て
い
な
い
か
ら
、
こ
れ
に
加
え
て
懲
罰
的

損
害
賠
償
が
導
入
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
と
し
て

も
、
両
制
度
の
機
能
は
異
な
る
た
め
、
二
重
処
罰
に
は
当
た
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
る
と
付
言
し
て
い
る
。

　

な
お
、
環
境
法
の
分
野
に
関
し
て
は
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
が
有
効
に
機

能
し
得
る
と
し
つ
つ
、
二
〇
〇
八
年
八
月
一
日
の
法
律
七
五
七
号
に
よ
っ

て
、
環
境
損
害
の
防
止
と
回
復
に
関
す
る
特
殊
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
同
制
度
が
う
ま
く
機
能
す
る
か
否
か
を
見
極
め
た
う
え
で
、
懲
罰

的
損
害
賠
償
の
導
入
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
。

　

ⅳ　

も
っ
と
も
、
本
報
告
書
は
、
以
上
の
よ
う
な
紛
争
類
型
に
お
い
て

も
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
は
自
動
的
に
言
い
渡
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と

し
、
裁
判
官
に
評
価
権
限
が
与
え
ら
れ
、
賠
償
額
に
つ
い
て
理
由
が
付
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
裁
判
官
の
自
由
裁
量
権
を
認
め
る
こ
と
に
よ
る
危
険
が
多
く
指

摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
に
つ
い
て
定
量
を
定
め
て
お

か
な
け
れ
ば
違
憲
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
破
毀
院
が
事

実
審
裁
判
官
に
よ
る
損
害
評
価
に
つ
い
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
な
い

こ
と
に
鑑
み
る
と
、
法
律
に
よ
っ
て
、
適
用
可
能
な
懲
罰
的
損
害
賠
償
の

上
限
が
定
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
上
限
は
填
補
の
た

め
の
損
害
賠
償
に
対
す
る
割
合
で
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
具
体
的
な

割
合
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
は
民
事
責
任
の
機
能
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
得
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
民
事
責
任
の

分
野
に
お
い
て
、
懲
罰
的
機
能
は
付
随
的
な
も
の
で
し
か
な
い
と
考
え
る

な
ら
ば
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
の
額
は
填
補
の
た
め
の
損
害
賠
償
の
額
を
超

え
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
懲
罰
的
機
能
を

強
化
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
な
ら
ば
、
前
者
が
後
者
を
超
え
る
こ
と
に
な

っ
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
は
、﹁
⋮
⋮
懲
罰
的
損
害
賠
償
を
与
え
る
裁

判
官
の
決
定
に
は
、
特
に
理
由
が
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
被
害
者
に

与
え
ら
れ
る
他
の
損
害
賠
償
と
は
区
別
し
て
そ
の
金
額
が
定
め
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
⋮
⋮
﹂
と
規
定
し
て
い
る
（
一
三
七
一
条
）。

　

ⅴ　

本
報
告
書
は
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
に
保
険
を
付
す
る
こ
と
の
可
能

性
に
も
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
加

害
者
が
損
害
賠
償
を
支
払
う
の
で
な
け
れ
ば
抑
止
効
果
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
等
と
の
理
由
か
ら
付
保
可
能
性
を
否
定
す
る
見
解
も
あ
る
と
し
つ

つ
、
付
保
可
能
性
を
認
め
な
け
れ
ば
、
企
業
に
過
大
な
経
済
的
負
担
を
負

わ
せ
る
こ
と
で
経
済
活
動
が
停
滞
し
、
国
外
に
転
出
し
て
し
ま
う
危
険
が

あ
る
し
、
保
険
料
の
支
払
い
自
体
が
営
利
的
フ
ォ
ー
ト
を
抑
止
す
る
手
段

と
な
り
得
る
と
し
て
、
付
保
可
能
性
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す

る
。
も
っ
と
も
、
保
険
会
社
か
ら
の
聴
取
結
果
か
ら
、
保
険
会
社
が
懲
罰

的
損
害
賠
償
を
対
象
と
す
る
よ
う
な
商
品
を
提
案
す
る
か
ど
う
か
は
定
か

で
は
な
い
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

　

な
お
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
は
、
付
保
可
能
性
を
認
め
て
い
な
い
（
一
三

　
（
四
九
六
）
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ⅵ　

懲
罰
的
損
害
賠
償
の
支
払
先
に
つ
い
て
は
、
調
査
の
過
程
で
、
被

害
者
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
だ
、
被
害
者
に
支
払
う
こ
と
は
原
因
な
き
利
得

に
あ
た
る
か
ら
被
害
者
に
は
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
賠
償
基
金
に

支
払
わ
れ
る
べ
き
だ
と
い
っ
た
様
々
な
見
解
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
報
告
書
は
、
後
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
懲
罰
的
損

害
賠
償
を
私
的
制
裁
と
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
立
法
者
に
よ
っ
て
創
設
さ

れ
た
賠
償
基
金
に
資
金
を
与
え
る
と
い
う
利
点
を
有
す
る
が
、
そ
う
し
た

場
合
、
ど
の
基
金
に
支
払
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
の
一
部
が
被
害
者
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
だ
と

し
て
も
、
そ
の
余
の
部
分
を
基
金
や
国
庫
に
支
払
う
こ
と
が
可
能
か
と
の

問
題
も
存
在
す
る
と
し
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
が
懲
罰
的
損
害
賠
償
の
一
部

を
国
庫
に
帰
属
さ
せ
得
る
と
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
本
報
告
書
は
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
は
少
な
く
と
も
そ
の

一
部
は
被
害
者
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
、
加
害
者
が

支
払
う
べ
き
金
額
の
一
部
は
裁
判
官
が
定
め
る
賠
償
基
金
に
、
そ
れ
が
存

在
し
な
い
場
合
に
は
国
庫
に
支
払
わ
れ
得
る
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

し
て
い
る
。

提
言
22　

私
訴
権
を
提
起
さ
れ
た
刑
事
裁
判
官
に
よ
っ
て
よ
り
よ

い
損
害
賠
償
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。

提
言
23　

多
数
の
被
害
者
に
対
し
て
少
額
の
個
別
的
損
害
を
生
じ

さ
せ
る
営
利
的
フ
ォ
ー
ト
が
犯
さ
れ
た
場
合
に
、
責
任
に
関
す
る

集
団
的
訴
権
の
導
入
を
検
討
す
る
。

提
言
24　

一
定
の
特
殊
な
紛
争
に
お
い
て
営
利
的
フ
ォ
ー
ト
が
あ

っ
た
場
合
に
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
を
認
め
、
そ
の
賠
償
金
は
優
先

的
に
被
害
者
に
支
払
わ
れ
る
が
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る

一
部
に
つ
い
て
は
賠
償
基
金
ま
た
は
そ
れ
が
存
在
し
な
い
場
合

に
は
国
庫
に
支
払
わ
れ
る
も
の
と
し
、
そ
の
賠
償
金
額
は
填
補
賠

償
金
額
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

4
　
損
害
の
評
価
に
お
け
る
不
公
平
の
是
正

　

本
報
告
書
は
、
損
害
の
評
価
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
損
害
の
包
括

的
評
価
の
是
非
、
身
体
的
損
害
の
被
害
者
間
の
不
公
平
の
是
正
、
及
び
、

賠
償
金
の
支
払
方
法
を
め
ぐ
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

⑴
　
損
害
の
包
括
的
評
価
の
是
非（
94
）

　

本
報
告
書
は
、
ま
ず
、
全
額
賠
償
原
則
は
損
害
の
評
価
に
関
す
る
裁
判

　
（
四
九
七
）
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官
の
権
限
を
も
規
律
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
破
毀
院
が
、

裁
判
官
が
主
張
さ
れ
た
種
々
の
損
害
項
目
に
つ
い
て
個
々
に
評
価
す
る
こ

と
な
く
、
損
害
の
包
括
的
評
価
を
行
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
問
題

視
し
て
い
る
。
損
害
の
包
括
的
評
価
が
行
わ
れ
る
と
、
被
害
者
に
は
、
そ

の
主
張
し
た
損
害
の
う
ち
ど
れ
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の
か
が
分
か

ら
な
い
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
裁
判
官
の
広
汎
な
損
害
評
価
権
限
と
相
ま

っ
て
、
判
断
が
恣
意
的
な
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
右
の
よ
う
な
実
務
に
対
し
て
は
批
判
が
多
い
こ
と
や
、
特
殊

制
度
の
中
に
は
責
任
主
体
の
保
険
者
に
対
し
て
損
害
ご
と
に
評
価
す
べ
き

こ
と
を
定
め
る
も
の
が
あ
る
こ
と（
95
）

を
ふ
ま
え
、
裁
判
官
に
対
し
て
、
主

張
さ
れ
た
損
害
項
目
に
つ
い
て
個
々
に
評
価
し
、
ま
た
、
請
求
を
棄
却
す

る
場
合
に
は
判
断
に
理
由
を
付
す
べ
き
義
務
を
課
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て

い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
被
害
者
に
よ
り
よ
い
保
護
を
与
え
、
判
決

の
透
明
性
を
担
保
す
べ
き
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張

は
、﹁
裁
判
官
は
、
主
張
さ
れ
た
損
害
項
目
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
別
個

に
評
価
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
あ
る
項
目
に
つ
い
て
請
求
を
棄
却
す
る

場
合
に
は
、
特
に
、
そ
の
判
決
に
理
由
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂（
一

三
七
四
条
）
と
規
定
す
る
カ
タ
ラ
準
備
草
案
の
提
案
と
同
旨
の
も
の
で
あ

る
。

　

も
っ
と
も
、
本
報
告
書
は
、
重
大
な
損
害
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
は
そ

の
主
張
し
た
苦
痛
（souffrance

）
の
各
々
に
つ
い
て
、
裁
判
所
が
ど
の

よ
う
に
応
答
し
た
の
か
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
、
満
足
の
い
か
な
い
判

決
に
対
し
て
異
議
を
申
し
立
て
る
た
め
に
も
、
判
決
に
は
十
分
な
理
由
付

け
が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
極
め
て
少
額
の
損
害

に
つ
い
て
は
、
司
法
の
効
率
化
の
要
請
を
勘
案
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
必

要
性
は
少
な
い
と
し
て
、
後
者
の
場
合
に
は
、
裁
判
官
が
、
主
張
さ
れ
た

損
害
に
つ
い
て
、
包
括
的
に
評
価
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

提
言
25　

極
め
て
少
額
の
損
害
を
除
き
、
裁
判
官
に
、
主
張
さ
れ
た

損
害
項
目
ご
と
に
別
々
に
評
価
を
行
い
、
請
求
を
棄
却
す
る
場
合

に
は
そ
の
判
断
に
理
由
を
付
す
る
義
務
を
課
す
。

⑵
　
身
体
的
損
害
の
被
害
者
間
の
不
公
平
の
是
正（
96
）

　

本
報
告
書
は
、
事
実
審
裁
判
官
が
損
害
の
評
価
に
つ
い
て
専
権
を
有
し

て
い
る
こ
と
は
、
裁
判
官
が
事
案
に
適
し
た
賠
償
額
や
賠
償
方
法
を
決
定

す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
一
方
で
、
時
と
し
て
、
訴
訟
当
事
者
ご
と

の
取
扱
い
の
相
違
を
生
ん
で
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に

被
害
者
間
に
不
公
平
が
生
じ
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
身
体
的
損
害
に
つ
い

て
は
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
こ
れ
を
是
正
す
る
た
め
に

は
、
裁
判
官
の
専
権
に
配
慮
し
つ
つ
、
裁
判
官
に
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
判
断
す
る
た
め
の
道
具
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
。
具
体

的
に
は
、
①
身
体
的
損
害
の
カ
タ
ロ
グ
（nom

enclature

）
を
作
る
と

い
う
方
策
と
、
②
傷
病
に
つ
い
て
全
国
レ
ベ
ル
の
計
算
表
（barèm

e

）

を
作
る
と
い
う
方
策
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。 　

（
四
九
八
）
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本
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
全
国
被
害
者
支
援
評
議
会

（C
onseil N

ational de l ’A
ide aux V

ictim
es, C

N
A

V

）に
よ
る
報
告
書（
97
）

及
び
身
体
的
損
害
の
カ
タ
ロ
グ
を
作
る
た
め
の
委
員
会
に
よ
る
報
告
書（
98
）

が
試
み
て
い
る
ほ
か
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
も
、
身
体
的
損
害
の
主
要
な
類

型
を
例
示
列
挙
し
て
い
る
（
一
三
七
九
条
）。

　

ま
た
、
後
者
に
関
し
て
は
、
裁
判
官
が
様
々
な
計
算
表
を
そ
れ
ぞ
れ
に

参
照
し
て
い
る
た
め
に
類
似
の
損
害
に
つ
い
て
異
な
る
評
価
が
な
さ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
前
記
Ｃ
Ｎ
Ａ
Ｖ
に
よ
る
報
告
書
は
こ
れ
を
批
判

し
て
、
身
体
的
損
害
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
故
に
適
用
さ
れ
得
る
全
国

的
・
統
計
的
・
発
展
的
指
標
（référentiel indicatif national, 

statistique et évolutif, R
IN

SE

）
を
設
け
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
も

の
の
、
そ
の
提
案
は
未
だ
具
体
化
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
カ
タ

ラ
準
備
草
案
は
、
身
体
的
機
能
に
関
す
る
損
害
に
つ
い
て
の
み
、
傷
病
計

算
表
を
作
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
（
一
三
七
九
―

一
条
）。

　

本
報
告
書
は
、
前
者
に
関
し
て
は
、
既
に
存
在
す
る
カ
タ
ロ
グ
で
十
分

だ
と
し
つ
つ
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
計
算
表
を
作
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ

る
し
、
身
体
的
機
能
に
関
す
る
損
害
以
外
の
損
害
に
つ
い
て
は
比
較
が
困

難
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
対
象
を
身
体
的
機
能
に
関
す
る
損
害
に
限
る
こ
と

も
正
当
化
さ
れ
る
と
し
て
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
の
提
案
に
賛
成
し
て
い

る
。
た
だ
、
計
算
表
に
今
日
性
が
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
し
て
、
定
期

的
に
改
訂
が
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
付
言
し
て
い
る
。

提
言
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デ
ク
レ
に
よ
っ
て
、
傷
病
に
関
す
る
全
国
レ
ベ
ル
の
計
算

表
を
定
め
る
こ
と
を
予
定
し
、
そ
れ
を
定
期
的
に
改
訂
し
、
裁
判

官
が
損
害
を
評
価
す
る
に
あ
た
り
参
照
し
得
る
よ
う
に
す
る
。

⑶
　
賠
償
金
の
支
払
い
方
法
を
め
ぐ
る
問
題（
99
）

　

本
報
告
書
は
、
現
在
は
、
賠
償
金
の
支
払
い
方
法
に
関
し
て
、
裁
判
官

は
、
当
事
者
の
請
求
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
時
金
払
い
を
命
じ
る
か
定
期
金

払
い
を
命
じ
る
か
を
決
す
る
専
権
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま

え
、
裁
判
官
に
そ
の
よ
う
な
権
限
を
認
め
る
こ
と
の
当
否
、
及
び
、
定
期

金
払
い
に
よ
る
場
合
に
生
じ
得
る
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。

　

ⅰ　

本
報
告
書
は
、
ま
ず
、
一
時
金
払
い
と
定
期
金
払
い
に
は
そ
れ
ぞ

れ
一
長
一
短
が
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
前
者
に
は
、
紛
争
の
終
局
的

か
つ
即
時
の
解
決
を
も
た
ら
し
、
被
害
者
が
そ
の
被
っ
た
損
害
に
合
わ
せ

て
生
活
の
枠
組
み
を
変
更
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
と
い
う
長
所
が
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
は
、
継
続
的
損
害
が
生
じ
た
場
合
や
労
働
能
力

の
喪
失
が
あ
る
場
合
、
第
三
者
に
よ
る
介
護
を
必
要
と
す
る
場
合
、
あ
る

い
は
、
被
害
者
が
一
時
金
を
管
理
で
き
な
い
よ
う
な
場
合
等
、
一
定
の
被

害
者
の
一
定
の
種
類
の
損
害
を
賠
償
す
る
の
に
適
合
的
だ
と
い
う
の
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
本
報
告
書
は
、
あ
る
い
は
被
害
者
の
請
求
を
尊
重
す
る
こ
と

で
、
あ
る
い
は
一
定
の
損
害
に
つ
い
て
は
定
期
金
払
い
に
よ
る
と
す
る
こ

　
（
四
九
九
）
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と
で
、
裁
判
官
の
評
価
権
限
を
制
限
す
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
提
起

し
、
前
者
に
つ
い
て
は
危
険
が
大
き
い
と
し
て
否
定
し
、
後
者
に
つ
い
て

も
当
事
者
の
主
張
が
排
斥
さ
れ
る
場
合
に
理
由
が
付
さ
れ
る
な
ら
ば
必
ず

し
も
必
要
で
は
な
く
、
む
し
ろ
少
額
の
損
害
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
の
単
純

化
と
迅
速
化
の
た
め
に
は
、
一
時
金
払
い
が
原
則
と
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
い
う
。

　

な
お
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
は
、
い
ず
れ
の
支
払
い
方
法
を
採
用
す
る
か

を
裁
判
官
の
選
択
に
委
ね
つ
つ
（
一
三
七
六
条
）、
身
体
の
完
全
性
に
対

す
る
侵
害
の
場
合
に
は
、
職
業
上
の
逸
失
利
益
等
一
定
の
損
害
に
つ
い
て

は
ス
ラ
イ
ド
式
の
定
期
金
払
い
を
原
則
と
し
て
い
る
（
一
三
七
九
―

三
条

一
項
）。

　

ⅱ　

本
報
告
書
は
、
次
に
、
時
の
経
過
に
よ
る
損
害
評
価
の
問
題
を
取

り
上
げ
て
い
る
。一
時
金
払
い
に
よ
っ
た
場
合
に
は
、時
の
経
過
に
よ
っ
て

損
害
が
減
少
し
又
は
増
悪
し
た
と
し
て
も
問
題
は
生
じ
な
い
け
れ
ど
も（

100
）、

定
期
金
払
い
に
よ
っ
た
場
合
に
は
、
損
害
の
減
少
又
は
増
悪
は
定
期
金
の

改
訂
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
得
る
の
で
あ
る
。

　

本
報
告
書
は
、
ス
ラ
イ
ド
式
の
定
期
金
払
い
に
よ
る
こ
と
は
被
害
者
を

イ
ン
フ
レ
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
有
用
で
あ
る
こ
と
、
今
日
で
は
、
裁
判

官
は
、
職
権
に
よ
り
、
ス
ラ
イ
ド
式
の
定
期
金
払
い
に
よ
る
こ
と
を
命
じ
、

自
由
に
指
数
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と（

101
）、

但
し
、

交
通
事
故
の
分
野
で
は
裁
判
官
の
権
限
は
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と（

102
）

を
紹

介
し
た
う
え
で
、
以
上
の
よ
う
な
解
決
は
妥
当
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
明

文
化
す
る
べ
き
だ
と
す
る
。

　

な
お
、
カ
タ
ラ
準
備
草
案
は
、
前
述
の
と
お
り
、
身
体
の
完
全
性
に
対

す
る
侵
害
の
場
合
に
、
一
定
の
損
害
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
式
の
定
期
金
払

い
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
裁
判
官
は
指
数
を
自
由
に
選
択
で

き
る
と
し
（
一
三
七
三
―

一
条
一
項
）、
ま
た
、
判
決
の
際
に
、
改
訂
の

終
期
や
条
件
を
明
示
す
る
こ
と
で
、
損
害
が
減
少
し
又
は
増
悪
し
た
場
合

に
お
け
る
定
期
金
の
改
訂
を
予
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
が

（
同
条
二
項
）、
本
報
告
書
は
、
身
体
の
完
全
性
に
対
す
る
侵
害
の
場
合
に

限
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
準
則
を
認
め
て
よ
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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少
額
の
損
害
に
つ
い
て
は
、
一
時
金
の
形
で
の
賠
償
の
支

払
い
を
優
先
す
る
。

提
言
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裁
判
官
が
ス
ラ
イ
ド
式
の
定
期
金
の
支
払
い
を
命
じ
、
ス

ラ
イ
ド
指
数
を
決
定
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
損
害
が
減
少
し
ま
た

は
増
悪
し
た
場
合
に
は
定
期
金
を
見
直
す
要
件
を
予
定
す
る
可

能
性
を
強
化
す
る
。

（
1
）　

荻
村
慎
一
郎
﹁
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
改
正
年
表
﹂
北
村
一
郎
編
﹃
フ
ラ
ン

ス
民
法
典
の
二
〇
〇
年
﹄
五
一
九
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）、
金

山
直
樹
﹁
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
改
正
の
動
向
﹂
ジ
ュ
リ
一
二
九
四
号
九
二
頁

　
（
五
〇
〇
）
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二
四
五

同
志
社
法
学　

六
二
巻
二
号

（
二
〇
〇
五
年
）、
同
﹁
民
法
改
正
の
動
向
（
二
）
フ
ラ
ン
ス
・
ケ
ベ
ッ
ク
﹂

ジ
ュ
リ
増
刊
民
法
の
争
点
三
三
頁
（
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
2
）　

こ
れ
を
紹
介
・
翻
訳
す
る
も
の
と
し
て
は
、
ミ
シ
ェ
ル
・
グ
リ
マ
ル
デ

ィ
︹
北
村
一
郎
訳
︺﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
相
続
法
改
革
（
二
〇
〇
六
年
六

月
二
三
日
の
法
律
）﹂
ジ
ュ
リ
一
三
五
八
号
六
八
頁
（
二
〇
〇
八
年
）、
幡

野
弘
樹
﹁
相
続
及
び
贈
与
・
遺
贈
法
改
正
、
パ
ク
ス
の
改
正
―
相
続
及
び

贈
与
・
遺
贈
の
改
正
に
関
す
る
二
〇
〇
六
年
六
月
二
三
日
法
律
第
七
二
八

号
﹂
日
仏
二
五
号
二
一
八
頁
（
二
〇
〇
九
年
）
等
が
あ
る
。

（
3
）　

こ
れ
を
紹
介
・
翻
訳
す
る
も
の
と
し
て
は
、
山
野
目
章
夫
﹁
二
〇
〇
六

年
フ
ラ
ン
ス
担
保
法
改
正
の
概
要
―
企
画
の
趣
旨
の
説
明
及
び
今
般
改
正

の
評
価
﹂
ジ
ュ
リ
一
三
三
五
号
三
二
頁
（
二
〇
〇
七
年
）、
平
野
裕
之

﹁
二
〇
〇
六
年
フ
ラ
ン
ス
担
保
法
改
正
の
概
要
―
改
正
経
緯
及
び
不
動
産

担
保
以
外
の
主
要
改
正
事
項
﹂
同
号
三
六
頁
、
片
山
直
也
﹁
二
〇
〇
六
年

フ
ラ
ン
ス
担
保
法
改
正
の
概
要
―
不
動
産
担
保
に
関
す
る
改
正
に
つ
い

て
﹂
同
号
四
九
頁
、
平
野
裕
之
＝
片
山
直
也
訳
﹁
フ
ラ
ン
ス
担
保
法
改
正

オ
ル
ド
ナ
ン
ス
（
担
保
に
関
す
る
二
〇
〇
六
年
三
月
二
三
日
の
オ
ル
ド
ナ

ン
ス
二
〇
〇
六
―

三
四
六
号
に
よ
る
民
法
典
等
の
改
正
及
び
そ
の
報
告
書
）﹂

慶
應
法
学
八
号
一
六
三
頁
（
二
〇
〇
七
年
）
等
が
あ
る
。

（
4
）　

こ
れ
を
紹
介
・
翻
訳
す
る
も
の
と
し
て
は
、
金
山
直
樹
＝
香
川
崇
﹁
フ

ラ
ン
ス
の
新
時
効
法
―
混
沌
か
ら
の
脱
却
の
試
み
﹂
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
二

号
﹃
消
滅
時
効
法
の
現
状
と
改
正
の
提
言
﹄
一
六
五
頁
（
二
〇
〇
八
年
）

等
が
あ
る
。

（
5
）　

こ
れ
を
紹
介
・
翻
訳
す
る
も
の
と
し
て
は
、
金
子
敬
明
﹁
フ
ラ
ン
ス
信

託
法
の
制
定
に
つ
い
て
﹂
千
葉
二
二
巻
一
号
一
七
四
頁
（
二
〇
〇
七
年
）、

ピ
エ
ー
ル
・
ク
ロ
ッ
ク
︹
平
野
裕
之
訳
︺﹁
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
へ
の
信
託
の

導
入
﹂
法
研
八
一
巻
九
号
九
三
頁
（
二
〇
〇
八
年
）、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・

ラ
ル
メ
︹
野
澤
正
充
訳
︺﹁
信
託
に
関
す
る
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
の
法

律
（
フ
ラ
ン
ス
）﹂
立
教
法
務
研
究
第
二
号
六
三
頁
（
二
〇
〇
九
年
）、
藤

澤
治
奈
﹁
信
託
―
信
託
を
制
度
化
す
る
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
の
法
律

第
二
一
一
号
﹂
日
仏
二
五
号
二
二
三
頁
（
二
〇
〇
九
年
）
等
が
あ
る
。

（
6
）　

こ
の
ほ
か
、
物
権
法
の
分
野
で
も
改
正
の
動
き
が
あ
る
。
詳
し
く
は
、

フ
ラ
ン
ス
物
権
法
研
究
会
﹁
フ
ラ
ン
ス
物
権
法
改
正
の
動
向
﹂
民
商
一
四
一

巻
一
号
一
三
四
頁
（
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
7
）　

A
vant-projet de réform

e du droit des obligations 

（A
rticles 1101 

à 1386 du C
ode civil

） et du droit de la prescription （A
rticles 2234 à 

2281 du C
ode civil

）, R
apport à M

onsieur P
ascal C

lém
ent G

arde des 

Sceaux, 22 septem
bre 2005.

　
　
　

カ
タ
ラ
準
備
草
案
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
ピ
エ
ー
ル
・
カ
タ
ラ
︹
野
澤

正
充
訳
︺﹁
フ
ラ
ン
ス
―
民
法
典
か
ら
債
務
法
改
正
草
案
へ
﹂
ジ
ュ
リ

一
三
五
七
号
一
三
六
頁
（
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。
同
準
備
草
案
の
民
事

責
任
に
関
す
る
部
分
を
紹
介
・
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
廣
峰
正
子
﹁
フ

ラ
ン
ス
債
務
法
改
正
草
案
に
関
す
る
覚
書
―
懲
罰
的
損
害
賠
償
制
度
導
入

を
は
じ
め
と
す
る
民
事
責
任
の
変
容
と
発
展
に
つ
い
て
﹂
法
科
三
九
号

一
六
九
頁
（
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。

（
8
）　

P
ou

r u
n

e réform
e d

u
 d

roit d
es con

tras et d
e la p

rescrip
tion 

conform
e aux besoins de la vie des affaires. R

éaction de la C
C

IP
 à 

　
（
五
〇
一
）
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l ’A
vant-P

rojet ︽C
A

T
A

L
A

︾ et propositions d ’am
endem

ents, R
apport 

de M
onsieur D

idier K
L

IN
G

 présenté au nom
 de la C

om
m

ission du 

D
roit d

e l ’E
n

trep
rise et ad

op
té à l ’ A

ssem
b

lée G
én

érale d
u

 19 

octobre 2006.

（
9
）　

R
apport du groupe de travail de la C

our de cassation sur l ’avant-

projet de réform
e du droit des obligations et de la prescription, 15 

juin 2007.

（
10
）　

同
草
案
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
存
在
を
前
提
と
し
た
議

論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
、A

lain G
H

O
Z

I et Yves 

L
E

Q
U

E
T

T
E

, L
a réform

e du droit des contrats: brèves observations 

su
r le

 p
ro

je
t d

e
 la ch

an
ce

lle
rie

, D
. 2008

. 2609
 ; C

h
ristian 

L
A

R
R

O
U

M
E

T, D
e la cause de l ’obligation à l ’intérêt du contrat 

（à 

propos du projet de réform
e du droit des contrats

）, D
. 2008. 2441; 

P
h

ilip
p

e M
A

L
IN

V
A

U
D

, L
e 

︽con
ten

u
 certain

︾ du
 con

trat d
an

s 

l ’avant-projet 

︽chancellerie

︾ de code des obligations ou le stoem
p 

bruxellois aux légum
es, D

. 2008. 2551; D
enis M

A
Z

E
A

U
D

, R
éform

e 

d
u

 d
roit d

es con
trats : H

aro, en
 H

érau
lt, su

r le p
rojet!, D

. 2008. 

2675; R
ém

y C
A

B
R

IL
L

A
C

, L
e projet de réform

e du droit des contras 

P
rem

ières im
pressions, JC

P
 2008. I. 190; M

uriel FA
B

R
E

-M
A

G
N

A
N

, 

R
éform

e du droit des contrats : ︽U
n très bon projet

︾, JC
P

 2008. I. 

199 ; P
hilippe M

A
L

A
U

R
IE

, P
etite note sur le projet de réform

e du 

d
ro

it d
e

s co
n

trat, JC
P

 2008
. 204

 ; D
ir. Jacq

u
e

s G
H

E
S

T
IN

, 

O
bservation

s su
r le p

rojet d
e réform

e d
u

 d
roit d

es con
trats, L

PA
 

2009 n
o 31

等
が
あ
る
。

（
11
）　

D
ir. F

ran
çois T

E
R

R
É

, P
ou

r u
n

e réform
e d

u
 d

roit d
es con

trats, 

D
alloz, 2009.

（
12
）　

も
っ
と
も
、
前
者
が
契
約
責
任
法
を
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
の
に
対

し
、
後
者
は
契
約
責
任
法
を
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
な
い
。

（
13
）　

R
apport d ’inform

ation n
o 558 （Sénat, 2008

―2009

） fait au nom
 de 

la com
m

ission des lois constitutionnelles, de legislation, du suffrage 

u
n

iversele, d
u

 R
èglem

en
t et d

’ad
m

in
istration

 gén
érale p

ar le 

groupe de travail relative à la responsabilité civile, par  M
M

 A
lain 

A
N

Z
IA

N
I et L

aurent B
É

T
E

IL
L

E
.

（
14
）　

本
報
告
書
一
七
頁
以
下
。

（
15
）　

cf. F
abrice L

E
D

U
C

, L
e d

roit d
e la resp

on
sabilité civile h

ors le 

C
ode civile, L

PA
 2005 n

o 133, p.3.

（
16
）　

本
報
告
書
一
九
頁
以
下
。

（
17
）　

本
報
告
書
二
四
頁
以
下
。
な
お
、
こ
れ
と
同
様
の
方
向
性
は
、
カ
タ
ラ

準
備
草
案
に
お
い
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）　

本
報
告
書
二
七
頁
以
下
。

（
19
）　

本
報
告
書
三
〇
頁
以
下
。

（
20
）　

本
報
告
書
三
三
頁
以
下
。

（
21
）　

P
hilippe R

É
M

Y 

に
代
表
さ
れ
る
見
解
で
あ
る
（P

h.R
É

M
Y, L

a

︽resp
on

sabilité con
tractu

elle

︾: h
istoire d

’u
n

 fau
x con

cep
t, R

T
D

 

civ. 1997. 323

、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
レ
ミ
ィ
︹
平
野
裕
之
訳
︺﹁﹃
契
約
責
任
﹄、

誤
っ
た
観
念
の
歴
史
﹂
法
論
七
四
巻
二
＝
三
号
二
七
一
頁
（
二
〇
〇
一

　
（
五
〇
二
）



元
老
院
調
査
報
告
書
五
五
八
号
（
二
〇
〇
八
―

二
〇
〇
九
）
の
概
要

�

二
四
七

同
志
社
法
学　

六
二
巻
二
号

年
））。

（
22
）　

二
〇
〇
八
年
の
改
正
に
よ
り
、
民
事
責
任
の
各
訴
権
に
つ
い
て
、
時
効

期
間
が
統
一
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

（
23
）　

カ
タ
ラ
準
備
草
案
の
民
事
責
任
に
関
す
る
諸
規
定
を
起
草
し
た
の
は
、

ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
・
ヴ
ィ
ネ
ィ
（G

eneviève V
IN

E
Y

、
パ
リ
第
一
大
学

教
授
）
で
あ
る
。

（
24
）　

サ
ル
ゴ
報
告
に
お
い
て
も
同
様
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（n

o 64

）。

（
25
）　

な
お
、
本
報
告
書
は
、
現
在
で
も
、
少
な
く
と
も
、
交
通
事
故
（
一
九
八
五

年
七
月
五
日
の
法
律
）、
製
造
物
責
任
（
民
法
典
一
三
八
六
―

一
条
以
下
）、

旅
客
運
送（C

ass. civ. 1
e, 6 oct. 1998, B

ull. n
o 269; JC

P
 1999. II. 10186, 

note Y. A
U

B
R

É
E

）
及
び
労
働
災
害
（C

ass. soc., 28 févr. 2006, B
ull. n

o 

87; JC
P

 éd. S., 2006. 1278, com
m

. P. SA
R

G
O

S

）
の
四
つ
の
分
野
に
お

い
て
は
、
身
体
的
損
害
の
賠
償
に
関
し
て
契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
の

区
別
は
取
り
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
26
）　

本
報
告
書
三
七
頁
以
下
。

（
27
）　

C
ass. civ., 11 janv. 1922, D

P
 1922. 1. 16; S. 1924. 1. 105, note R

. 

D
E

M
O

G
U

E
.

（
28
）　

カ
タ
ラ
準
備
草
案
一
三
四
一
条
は
、
本
文
で
﹁
契
約
上
の
債
務
の
不
履

行
が
あ
っ
た
場
合
、
債
務
者
も
債
権
者
も
、
契
約
外
責
任
を
選
択
し
て
、

契
約
責
任
に
特
有
の
規
定
の
適
用
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
﹂
と
規
定

し
つ
つ
、
但
書
き
で
、﹁
そ
の
不
履
行
が
身
体
損
害
を
生
ぜ
し
め
た
と
き
は
、

契
約
の
相
手
方
当
事
者
は
、
そ
の
損
害
の
賠
償
を
得
る
た
め
に
、
そ
の
者

に
と
っ
て
よ
り
有
利
な
準
則
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
規
定
し
て

い
る
。

（
29
）　

本
報
告
書
三
九
頁
以
下
。

（
30
）　

B
u

ll. n
o 9; D

. 2006. 2825, n
ote G

. V
IN

E
Y; D

. 2007. 1827, obs. L
. 

R
O

Z
È

S; D
. 2007. 2900, obs. P. JO

U
R

D
A

IN
; D

. 2007. 2976, obs.  B
. 

FA
U

V
A

R
Q

U
E

-C
O

S
S

O
N

; JC
P

 2006. II. 10181, avis A
. G

A
R

IA
Z

Z
O

, 

n
ote M

. B
IL

L
IA

U
; JC

P
 2006. I. 115, obs. p

h
. S

T
O

F
F

E
L

-M
U

N
C

K
; 

R
D

C
 2007. 269. obs. D

. M
A

Z
E

A
U

D
; R

D
C

 2007. 279, S
. C

A
R

V
A

L
; 

R
D

C
 2007. 375, obs. J.-B

. SE
U

B
E

; R
D

C
 2007. 537 et s., chron.; R

T
D

 

civ. 2007. 61, o
b

s. P. D
E

U
M

IE
R

; R
T

D
 civ. 2007. 115, o

b
s. J. 

M
E

ST
R

E
 et B

. FA
G

E
S; R

T
D

 civ. 2007. 123, obs. P. JO
U

R
D

A
IN

.

（
31
）　

カ
タ
ラ
準
備
草
案
一
三
四
二
条
は
、
一
項
で
、﹁
契
約
上
の
債
務
の
不
履

行
が
第
三
者
が
被
っ
た
損
害
の
直
接
の
原
因
で
あ
る
と
き
は
、
第
三
者
は
、

一
三
六
三
条
な
い
し
一
三
六
六
条
に
基
づ
い
て
、
債
務
者
に
損
害
賠
償
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
者
は
、
そ
の
場
合
、
債
権
者
が
自
身
の

損
害
の
賠
償
を
得
る
と
き
に
課
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
制
限
お
よ
び
条
件
に
服

す
る
﹂
と
規
定
し
つ
つ
、
二
項
で
、﹁
第
三
者
は
、
契
約
外
責
任
に
基
づ
い

て
損
害
賠
償
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
の
場
合
、
一
三
五
二
条
な
い

し
一
三
六
二
条
に
定
め
る
責
任
発
生
事
由
の
一
つ
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
﹂
と
規
定
し
て
い
る
。

（
32
）　

サ
ル
ゴ
報
告 n

o 60

。

（
33
）　

本
報
告
書
四
一
頁
以
下
。

（
34
）　

T
G

I P
aris, 16 janv. 2008, R

ev. de dr. des transports 2008, com
m

. 

36.

　
（
五
〇
三
）



元
老
院
調
査
報
告
書
五
五
八
号
（
二
〇
〇
八
―

二
〇
〇
九
）
の
概
要

�

二
四
八

同
志
社
法
学　

六
二
巻
二
号

（
35
）　

こ
れ
ら
の
規
定
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
淡
路
剛
久
﹁
環
境
損
害
の
回

復
と
そ
の
責
任
―
フ
ラ
ン
ス
法
を
中
心
に
﹂
ジ
ュ
リ
一
三
七
二
号
七
二
頁

（
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
36
）　

本
報
告
書
四
四
頁
以
下
。

（
37
）　

C
ass. civ. 2

e, 20 ju
ill. 1993, B

u
ll. n

o 274; D
. 1993. 526, n

ote Y. 

C
H

A
R

T
IE

R
.

（
38
）　

本
報
告
書
四
五
頁
以
下
。

（
39
）　

本
報
告
書
四
七
頁
以
下
。

（
40
）　

現
在
は
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
（
一
九
八
五
年
七
月
五
日
の
法
律

六
七
七
号
一
条
）。

（
41
）　

サ
ル
ゴ
報
告n

o 84

。

（
42
）　

一
九
八
五
年
七
月
五
日
の
法
律
六
七
七
号
に
よ
れ
ば
、
運
転
者
を
含
む

被
害
者
は
、
不
可
抗
力
又
は
第
三
者
の
所
為
を
対
抗
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

（
二
条
）。
ま
た
、
身
体
的
損
害
の
被
害
者
が
運
転
者
で
な
い
場
合
、
同
人

に
許
し
難
い
フ
ォ
ー
ト
が
あ
り
、
そ
れ
が
事
故
の
排
他
的
原
因
で
あ
っ
た

と
き
に
の
み
、
こ
れ
を
対
抗
さ
れ
る
が
（
三
条
一
項
）、
当
該
被
害
者
が

一
六
歳
未
満
又
は
七
〇
歳
以
上
で
あ
っ
た
場
合
は
こ
れ
を
対
抗
さ
れ
な
い

（
同
条
二
項
）。
こ
れ
に
対
し
、
身
体
的
損
害
の
被
害
者
が
運
転
者
で
あ
る

場
合
は
、
同
人
に
フ
ォ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、
加
害
者
の
責
任
は
減
免
さ
れ
る

（
四
条
）。
な
お
、
物
的
損
害
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
が
運
転
者
で
あ
る
と

否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
人
に
フ
ォ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、
加
害
者
の
責
任
は

減
免
さ
れ
る
（
五
条
）。

（
43
）　

こ
の
削
除
は
、
カ
タ
ラ
草
案
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
（
一
三
八
五
―

二
条
参

照
）、
サ
ル
ゴ
報
告
は
こ
れ
に
賛
同
し
て
い
る
（n

o 84

）。

（
44
）　

本
報
告
書
五
〇
頁
以
下
。

（
45
）　

C
ass. civ. 2

e, 22 m
ai 1995, B

ull. n
o 155, JC

P
 1995. II. 22550, note J. 

M
O

U
LY.

（
46
）　

C
ass. civ. 2

e, 19 m
ai 1976, JC

P
 1978. II. 18773, obs. N

. D
E

JE
A

N
 

D
E

 L
A

 B
Â

T
IE

.

（
47
）　

C
ass. civ. 2

e, 4 m
ai 1988, B

ull. n
o 103.

（
48
）　

一
三
八
六
―

七
条
一
項
は
、
当
初
、
供
給
業
者
は
常
に
製
造
業
者
と
同
様

の
製
造
物
責
任
を
負
う
と
規
定
し
て
い
た
が
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
決

を
受
け
て
、
供
給
業
者
の
責
任
を
限
定
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
経
緯
に
つ

い
て
は
、
神
田
桂
﹁
フ
ラ
ン
ス
製
造
物
責
任
訴
訟
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
向
﹂

愛
学
四
八
巻
四
号
三
頁
以
下
（
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
49
）　

サ
ル
ゴ
報
告
書 n

o 80

。

（
50
）　

本
報
告
書
五
三
頁
以
下
。

（
51
）　

C
ass. ch. réun., 13 févr. 1930, B

ull. n
o 34; D

P
 1930. 1. 57, rapp. L

E
 

M
A

R
C

’ H
A

D
O

U
R

, concl. P. M
A

T
T

E
R

, note G
. R

IP
E

R
T

; S. 1930. 1. 

121, note P. E
SM

E
IN

.

（
52
）　

サ
ル
ゴ
報
告
書 n

o 69

。

（
53
）　

本
報
告
書
五
四
頁
以
下
。

（
54
）　

サ
ル
ゴ
報
告
書 n

o 72

。

（
55
）　

社
会
党
グ
ル
ー
プ
（groupe socialiste

）
の
メ
ン
バ
ー
は
制
度
を
精
確

に
規
定
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
導
入
に
賛
成
し
た
の
に
対
し
、
国
民
運
動

連
合
（U

nion pour un M
ouvem

ent P
opulaire

）
の
メ
ン
バ
ー
は
、
物

　
（
五
〇
四
）



元
老
院
調
査
報
告
書
五
五
八
号
（
二
〇
〇
八
―

二
〇
〇
九
）
の
概
要

�

二
四
九

同
志
社
法
学　

六
二
巻
二
号

の
所
為
の
責
任
に
関
す
る
一
般
的
制
度
及
び
種
々
の
特
殊
制
度
で
十
分
だ

と
し
て
、
こ
れ
に
反
対
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
56
）　

本
報
告
書
五
七
頁
以
下
。

（
57
）　

C
ass. civ. 2

e, 19 févr. 1997, B
u

ll. n
o 55; D

. 1997. 265, n
ote P. 

JO
U

R
D

A
IN

; D
. 1997. 279, chr. C

. R
A

D
É

; JC
P

 1997. II. 22848, concl. 

R
. K

E
SSO

U
S, note G

. V
IN

E
Y.

（
58
）　

C
ass. ass. p

lén
., 9 m

ai 1984, B
u

ll. n
o 4, D

. 1984. 525, cn
cl. J. 

C
A

B
A

N
N

E
S

, n
o

te F. C
H

A
B

A
S

; JC
P

 1984. II. 20555, n
o

te N
. 

D
E

JE
A

N
 D

E
 L

A
 B

Â
T

IE
.

（
59
）　

C
ass. ass. p

lén
., 13 d

éc. 2002, B
u

ll. n
o 4; D

. 2003. 231, n
ote P. 

JO
U

R
D

A
IN

; JC
P

 2003. II. 10010, n
ote A

. H
E

R
V

IO
-L

E
L

O
N

G
; JC

P
 

2003. I. 154, obs. G
. V

IN
E

Y.

（
60
）　

ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
中
の
事
故
に
つ
い
て
、C

ass. C
iv. 2

e, 20 nov. 2003, 

B
ull. n

o 356; JC
P

 2004. II. 10017, note J. M
O

U
LY; R

T
D

 civ. 2004. 106, 

note P. JO
U

R
D

A
IN

.

（
61
）　

例
え
ば
、
子
が
学
校
の
寄
宿
舎
に
入
っ
て
い
た
場
合
（C

ass. civ. 2
e, 16 

n
ov. 2000, D

. 2002. 1309, n
ote P. JO

U
R

D
A

IN
; R

T
D

 civ. 2001. 603, 

note P. JO
U

R
D

A
IN

.

）や
、離
婚
又
は
別
居
の
中
に
、監
護
権
を
有
さ
な
い
親

が
、
子
に
つ
い
て
、
訪
問
権（droit de visite

）
や
一
時
受
入
権（droit 

d ’hébergem
ent

）を
行
使
し
て
い
た
場
合
（C

ass. civ. 2
e, 19 févr. 1997, 

op. cit.

）
に
も
、
監
護
権
を
有
す
る
親
と
子
は
同
居
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
と
し
て
い
る
。

（
62
）　

本
報
告
書
五
九
頁
以
下
。

（
63
）　

判
例
に
よ
れ
ば
、
一
定
の
自
由
業
者
の
職
業
的
独
立
は
こ
れ
と
両
立
し

な
い
も
の
で
は
な
い
（C

ass. crim
. 5 m

ars 1992, B
ull. n

o 101.

）。

（
64
）　

C
ass. ass. p

lén
., 19 m

ai 1988, B
u

ll. n
o 5; D

. 1988. 513, n
ote C

. 

L
A

R
R

O
U

M
E

T
; G

az. P
al. 1988. 2. 640, co

n
cl. M

. D
O

R
W

L
IN

G
-

C
A

R
T

E
R

; R
T

D
 civ. 1989. 89, obs. P. JO

U
R

D
A

IN
.

（
65
）　

C
ass. com

., 12 oct. 1993, B
ull. n

o 338.

（
66
）　

C
ass. ass. plén., 25 févr. 2000, B

ull. n
o 2; D

. 2000. 673, note P
h. 

B
R

U
N

; JC
P

 2000. I. 241, obs. G
. V

IN
E

Y; JC
P

 2000. II. 10295, cncl. R
. 

K
E

SSO
U

S, note M
. B

IL
L

IA
U

.

（
67
）　

も
っ
と
も
、
被
用
者
に
刑
事
上
の
フ
ォ
ー
ト
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

責
任
は
肯
定
さ
れ
て
い
る
（C

ass. ass. plén., 14 déc., 2001, B
ull. n

o 17; 

D
. 2002. 1317, obs. D

. M
A

Z
E

A
U

D
; JC

P
 2002. II. 10026, n

ote M
. 

B
IL

L
IA

U
; JC

P
 2002. I. 1124, obs. G

. V
IN

E
Y; R

T
D

 civ. 2002. 109, obs. 

P. JO
U

R
D

A
IN

.

）。

（
68
）　

サ
ル
ゴ
報
告
書 n

o 77

。

（
69
）　

C
ass. soc., 27 nov. 1958, B

ull. n
o 1259.

（
70
）　

C
ass. soc., 2 déc. 1998, B

ull. n
o 530.

（
71
）　

本
報
告
書
六
一
頁
以
下
。

（
72
）　

C
ass. com

., 26 m
ars 2008, n

o 07

―11.619.

（
73
）　

サ
ル
ゴ
報
告
書 n

o 79

。

（
74
）　

本
報
告
書
六
七
頁
以
下
。

（
75
）　

唯
一
の
例
外
は
海
上
保
険
に
関
す
る
保
険
法
典
Ｌ
．一
七
二
―

二
三
三
条

で
あ
る
。
な
お
、
国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
連
条
約
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
）

　
（
五
〇
五
）



元
老
院
調
査
報
告
書
五
五
八
号
（
二
〇
〇
八
―

二
〇
〇
九
）
の
概
要

�

二
五
〇

同
志
社
法
学　

六
二
巻
二
号

七
七
条
も
損
害
軽
減
義
務
を
規
定
し
て
い
る
。

（
76
）　

C
ass. civ. 2

e, 19 juin 2003, B
ull. n

o 203; D
. 2003. 2326, note J.-P. 

C
H

A
Z

A
L

; D
. 2004. 1346, obs. D

. M
A

Z
E

A
U

D
; JC

P
 2004. I. 101, obs. 

G
. V

IN
E

Y; R
T

D
 civ. 2003. 716, obs. P. JO

U
R

D
A

IN
.

（
77
）　

本
報
告
書
七
二
頁
以
下
。

（
78
）　

C
ass. com

., 22 oct. 1996, B
u

ll. n
o 261; D

. 1997. 121, n
ote A

. 

SÉ
R

IA
U

X
; D

. 1997. 145, obs. C
. L

A
R

R
O

U
M

E
T

; JC
P

 1997. II. 22881, 

note D
. C

O
H

E
N

; JC
P

 1997. I. 4002, obs. M
. FA

B
R

E
-M

A
G

N
A

N
; JC

P
 

1997. I. 4025, obs. G
. V

IN
E

Y; R
T

D
 civ. 1997. 418, obs. J. M

E
ST

R
E

.

　
　
　
﹁
本
質
的
債
務
﹂
は
問
題
と
な
っ
た
契
約
の
類
型
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
さ

れ
る
。
速
達
運
送
契
約
上
の
運
送
人
の
債
務
に
つ
い
て
は
、
受
け
取
っ
た

封
書
を
契
約
で
定
め
ら
れ
た
期
日
内
に
配
達
す
る
こ
と
、
電
力
供
給
契
約

上
の
供
給
者
の
債
務
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
量
及

び
周
期
に
従
っ
て
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
が
、
本
質
的
債
務
を
構
成
す
る
。

　
　
　

本
報
告
書
に
よ
れ
ば
、C

hronopost

判
決
は
コ
ー
ズ
概
念
を
基
礎
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
コ
ー
ズ
は
契
約
の
有
効
要
件
の
一
つ
で
あ
る
と
こ
ろ

（
一
一
三
一
条
）、
一
方
当
事
者
に
コ
ー
ズ
を
構
成
す
る
債
務
を
履
行
し
な

い
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
は
、
契
約
の
構
成
要
素
の
一
つ
を
奪
う
こ
と
に

な
る
点
に
正
当
化
根
拠
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ

ー
チ
は
一
部
の
学
説
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本

質
的
債
務
の
不
履
行
の
場
合
に
免
責
を
認
め
る
責
任
の
修
正
は
禁
止
さ
れ

る
が
、
必
ず
し
も
本
質
的
債
務
そ
の
も
の
を
問
題
と
し
な
い
損
害
賠
償
の

修
正
は
こ
れ
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

（
79
）　

本
報
告
書
は
、
破
毀
院
は
、
あ
る
い
は
賠
償
限
定
条
項
が
契
約
の
本
質

的
債
務
に
関
す
る
も
の
だ
と
い
う
だ
け
で
こ
れ
を
禁
止
す
る
か
（C

ass. 

m
ixte, 22 avr. 2005, B

ull. n
o 3

）、
あ
る
い
は
―
本
質
債
務
に
関
す
る
賠
償

限
定
条
項
の
う
ち
、
こ
の
債
務
の
﹁
あ
ら
ゆ
る
内
容
（substance

）
を
無

く
す
る
効
果
を
有
す
る
﹂
も
の
に
限
っ
て
禁
止
す
る
か
（C

ass. com
., 18 

déc. 2007, B
ull. n

o 265; D
. 2008. 154, obs. X

. D
E

L
P

E
C

H
; JC

P
 2008. 

I. 125, obs. P
h. ST

O
F

F
E

L
-M

U
N

C
K

）
で
迷
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
す
る
。

（
80
）　

一
三
八
二
条
・
一
三
八
三
条
は
公
序
に
関
す
る
規
定
だ
と
い
う
の
が
そ
の

理
由
で
あ
る（C

ass. civ. 2
e, 17 févr. 1955, D

. 1956. 17, note P. E
SM

E
IN

; 

JC
P

 1955. II. 8951, note R
. R

O
D

IÈ
R

E

）。

（
81
）　

C
ass. req., 16 nov. 1931, D

. H
. 1931. 555.

（
82
）　

民
法
典
一
一
五
二
条
に
定
め
る
違
約
条
項
に
関
す
る
制
度
を
賠
償
限
定

条
項
に
つ
い
て
も
妥
当
さ
せ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

（
83
）　

本
報
告
書
七
九
頁
以
下
。

（
84
）　

cf. C
ass. civ. 2

e, 23 janv. 2003, B
ull. n

o 20.

（
85
）　

C
ass. civ. 2

e, 8 m
ai 1964, B

ull. n
o 358, JC

P
 1965. II. 14140, note P. 

E
SM

E
IN

; R
T

D
 civ. 1965. 137, obs. R

. R
O

D
IÈ

R
E

.

（
86
）　

著
作
権
（propriété littéraire et artistique

）
に
つ
い
て
は
知
的
所
有

権
法
典
Ｌ
．三
三
一
―

一
―

三
条
、
意
匠
（dessin et m

odèle

）
に
つ
い
て

は
Ｌ
．五
二
一
―

七
条
、発
明
特
許
（brevet d ’invention

）
に
つ
い
て
は
Ｌ
．

六
一
五
―

七
条
、
植
物
新
品
種
登
録
（certificat d ’obtention végétal

）

に
関
し
て
は
Ｌ
．六
二
二
―

七
条
、
商
標
（m

arque

）
に
つ
い
て
は
Ｌ
．

六
二
三
―

二
八
条
、
原
産
地
呼
称
（appelations d ’origine

）
及
び
地
理
的

　
（
五
〇
六
）



元
老
院
調
査
報
告
書
五
五
八
号
（
二
〇
〇
八
―

二
〇
〇
九
）
の
概
要

�

二
五
一

同
志
社
法
学　

六
二
巻
二
号

表
示
（indications géographiques

）
に
関
し
て
は
Ｌ
．七
一
六
―

四
条
が

そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
て
い
る
。

（
87
）　

も
っ
と
も
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
が
、
罪
刑
法
定
主
義
の
適
用
を
受
け
る

﹁
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
―
懲
罰
（sanctions-punitions

）﹂
を
構
成
す
る
か
、
そ

の
適
用
を
受
け
な
い
﹁
ペ
ナ
ル
テ
ィ
―
賠
償
（pénalités-réparations

）﹂

を
構
成
す
る
に
と
ど
ま
る
の
か
は
微
妙
で
あ
る
と
す
る
。

（
88
）　

こ
れ
に
対
し
、
サ
ル
ゴ
報
告
は
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
の
導
入
に
反
対
し

て
い
る
。
カ
タ
ラ
準
備
草
案
の
用
語
法
は
不
適
切
か
つ
不
明
確
で
あ
る
う

え
、
そ
こ
で
目
指
さ
れ
た
目
的
も
不
明
瞭
で
あ
り
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
が

一
部
国
庫
に
帰
属
し
得
る
と
す
る
と
、
損
害
賠
償
と
過
料
の
混
同
が
生
じ

る
と
す
る
。
そ
し
て
、
伝
統
的
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
一
定
の
損
害
を
生
じ

さ
せ
る
行
為
態
様
を
無
力
化
す
る
の
に
不
十
分
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
民

事
責
任
の
賠
償
と
い
う
目
的
を
変
性
さ
せ
て
ま
で
、
被
害
者
を
利
す
る
よ

う
な
抑
止
効
果
あ
る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
は
論
理
の
飛
躍
が
あ
り
、

新
た
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
刑
事
上
の
又
は
行
政
上
の
も
の
で
あ
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
（n

o 92

）。

（
89
）　

こ
の
よ
う
な
制
度
は
、
消
費
法
の
ほ
か
、
環
境
法
等
の
分
野
で
も
認
め

ら
れ
て
い
る
。
環
境
保
護
団
体
の
訴
権
に
つ
い
て
は
、
淡
路
剛
久
・
前
掲

注
（
35
）
七
八
頁
を
参
照
。

（
90
）　

消
費
者
団
体
訴
訟
制
度
を
概
観
す
る
も
の
と
し
て
、
山
本
和
彦
﹁
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
消
費
者
団
体
訴
訟
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
二
〇
号
九
八
頁

（
二
〇
〇
六
年
）、
後
藤
巻
則
＝
柴
崎
暁
＝
馬
場
圭
太
﹁
フ
ラ
ン
ス　

消
費

者
団
体
訴
訟
制
度
に
お
け
る
損
害
賠
償
請
求
の
概
要
と
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ

ョ
ン
導
入
に
関
す
る
議
論
の
動
向
﹂
内
閣
府
国
民
生
活
局
﹃
ド
イ
ツ
、
フ

ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
金
銭
的
救
済
手
法
の

動
向
調
査
﹄（
二
〇
〇
七
年
）
二
八
頁
以
下
。

（
91
）　

R
ap

p
ort d

e la C
om

m
ission

 p
ou

r la libération
 d

e la croissan
ce 

française, 2008.

（
92
）　

R
ap

p
ort au

 gard
e d

es S
ceau

x, L
a d

ép
én

alisation
 d

e la vie d
es 

affaires, 2008.

（
93
）　

T
G

I P
aris, 5 m

ai 1999, D
. 2000. 269, obs. A

. L
E

PA
G

E
.

（
94
）　

本
報
告
書
一
〇
〇
頁
以
下
。

（
95
）　

交
通
事
故
に
関
す
る
一
九
八
五
年
七
月
五
日
の
法
律
三
一
条
、
公
衆
衛

生
法
典
Ｌ
．一
一
四
二
―

一
四
条
及
び
Ｌ
．一
一
四
二
―

一
七
条
等
。

（
96
）　

本
報
告
書
一
〇
二
頁
以
下
。

（
97
）　

R
apport sur l ’indem

nisation du dom
m

age corporel, 2003.

（
98
）　

R
a

p
p

o
rt d

u
 G

ro
u

p
e

 d
e

 tra
v

a
il c

h
a

rg
é

 d
’ é

la
b

o
re

r u
n

e 

nom
enclature des préjudices corporels, 2005.

　
　
　

本
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
司
法
大
臣
が
、
二
〇
〇
七
年
二
月
二
二
日
の
通

達
に
よ
っ
て
、
こ
の
報
告
書
及
び
付
属
文
書
の
適
用
を
推
奨
し
た
た
め
、

保
険
会
社
や
裁
判
官
に
よ
っ
て
参
照
さ
れ
て
い
る
。

（
99
）　

本
報
告
書
一
〇
六
頁
以
下
。

（
100
）　

減
少
し
た
場
合
は
既
判
力
の
問
題
と
な
り
、
増
悪
し
た
場
合
に
は
被
害

者
は
新
た
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
別
訴
を
提
起
で
き
る
と
い
う
。

（
101
）　

C
ass. m

ixte, 6 nov. 1974, B
ull. n

o 314; JC
P

 1975. II. 17978., concl. 

G
É

G
O

U
T, note R

. SA
VA

T
IE

R
; R

T
D

 civ. 1975. 114, obs. G
. D

U
R

R
Y.

　
（
五
〇
七
）



元
老
院
調
査
報
告
書
五
五
八
号
（
二
〇
〇
八
―

二
〇
〇
九
）
の
概
要

�

二
五
二

同
志
社
法
学　

六
二
巻
二
号

（
102
）　

一
九
八
五
年
七
月
五
日
の
法
律
六
七
七
号
四
三
条
（
一
九
七
四
年
一
二

月
二
七
日
の
法
律
一
一
一
八
号
一
条
に
由
来
す
る
。）
は
、
定
期
金
の
額
は
、

社
会
保
障
法
典
Ｌ
．四
三
四
―

一
七
条
に
定
め
る
再
評
価
係
数
に
従
い
増
額

さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

　
（
五
〇
八
）


